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【開  会】 

○山根教育長 これより令和６年第 16回教育委員会会議を開会いたします。 

本日の会議録の署名は、石井知子委員と道尻豊委員にお願いいたします。 

 

【議  事】 

◎協議第１号 令和７年度使用教科用図書の選定について 

○山根教育長 それではこれから協議第１号「令和７年度使用教科用図書の選

定について」の審議を行います。本日は、これまでの２回の審議を受けて、中学

校用教科書の選定について審議を行うとともに、高等学校及び中等教育学校後

期課程用教科書並びに特別支援教育用教科書についても選定の候補が挙げられ

ておりますので、審議を行います。 

 

○山根教育長 中学校用教科書については、国語、保健体育、道徳、数学、理科、

外国語、音楽、美術、技術家庭、社会の順に審議を進めていきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 それではこの順で進めていきたいと思います。まず、本日の審議

に入る前に、前回までと同様、私から委員の皆さんに確認させていただきたいこ

とがあります。 

教科書採択の任を負っている私達は、札幌市の教科書採択の公正・中立性をし

っかりと確保しなければなりませんので、委員の皆様に改めて確認させていた

だきたいことがあります。 

委員の皆様の３親等以内の親族に教科用図書会社に勤務されている方がいら

っしゃらないこと、及び前回の審議以降、特定の組織や団体、あるいは会社等か

ら働きかけや影響力の行使、また圧力等はなかった、ということでよろしいでし

ょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 ただいま皆さんから、影響力の行使や圧力等はなかったとの回

答をいただきましたので、本日の私達６人による協議は、教科書採択の公正・中

立性を確保しうるものであると判断いたします。 

 

○山根教育長 続きまして２点確認したいと思います。前回までの審議におき



 

まして、中学校部会の各小委員会委員長に、特定の組織や団体、あるいは会社等

から働きかけや影響力の行使、圧力等がありませんでしたか、との質問をしまし

たが、いずれもありませんとの回答でしたので、調査研究に対する圧力等はなか

ったものと改めて確認させていただきます。 

また、前回までの小委員会委員長などの意見につきましては、学校教育に携わ

る専門的な見地からの発言として、本日の審議においても参考したいと思いま

す。皆さんこの２点についてよろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 なお、本日は、審議会委員でもある各担当指導主事に出席を求め

ておりますので、審議の中で必要があれば随時質問をしていただきたいと思い

ます。 

 

○山根教育長 それでは、中学校用教科書についての審議を始めます。本日の審

議では、前回までの審議において選定の候補とした教科書から 1 者を選定いた

します。 

これまでもそうですが、各教科書の特長などから、札幌の子どもたちにとって

どの教科書がより望ましいかという点を大切にして審議していきたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。それでは、まず国語と書写から審議

を始めます。 

 

〇山根教育長 はじめに、国語です。前回の審議におきまして、「東書」「光村」

２者を選定の候補といたしましたので２者から１者を選定いたします。 

まず、前回の審議における小委員会委員長の報告や質疑応答の内容を私なり

に整理してみますと、国語におきましては、札幌の子どもの課題から、根拠を明

確にして自分の考えを表現することを促す工夫、ということについて各委員か

ら質問や意見がございました。小委員会委員長からは、課題探究的な学習におい

て、子どもが主体的に取り組むことが可能な内容かどうか、という視点について

各教科書の特長や違いが見られるということでありました。 

 では前回の審議を踏まえまして、さらに各委員からご質問があればお願いし

たいと思います。 

 

○山根教育長 よろしいでしょうか。それではこれまでの審議を踏まえまして、

札幌の子どもたちにとってどの教科書がより望ましいかということについて、



 

各委員からご意見をお願いいたします。 

 

〇道尻委員 国語につきまして、言葉による見方や考え方を働かせることや、言

語活動が重視されますが、基本的な部分としては、まず学習の流れを掴んで自分

の考えを形作り、それを表現し解決するということは、各者当然そういう工夫は

されているのですが、「光村」には少し分かりやすいところがありました。また、

私が着目したのは ICT の活用という部分で、文書作成ソフトのコメント機能な

どを使いながら、意見を伝え合うというような活動が紹介されていたり、ICT活

用のヒントというものが示されたりしております。これから社会に出る前の学

生時代からも、大切なことを学べるのではないかと思っています。市民意見を見

ましても、「光村」が学びやすくできているという意見が複数ありまして、そう

いったようなところも評価されているのかなと思いますので、私は「光村」が良

いのではないかと思います。 

 

〇石井委員 私も道尻委員と同意見で「光村」が良いのではないかなと考えてお

ります。 

課題探究や根拠をもとに自分の考えを明確に言葉で表現する活動などは「東

書」も優れていると思いましたが、ワーク２の言語文化に関する学習の取扱いや

札幌市でも重視している読書に関する学習の取扱いの部分で、私は「光村」が優

れているのではないかなと思いました。 

まず、「我が国の言語文化に関する学習の取扱い」の部分ですが、古典の部分

に注目をしました。例えば、１年生では両者とも「竹取物語」を取り扱っている

のですけれども、「光村」の着眼点が非常に面白く、貴公子たちの失敗談という

人物に着目した部分が非常に面白いなというふうに思いました。また、失敗談を

取り上げたこと以外にも、日本語の面白さを感じることができるような言葉遊

びといった部分も取り扱っていて、中学校に入って古典に苦手意識をもつ子ど

もも多いかと思いますが、「光村」の取り上げ方は非常に面白く、子どもたちが

興味をもつことができるのではないかなと思いました。 

また、「我が国の言語文化」という部分については、語彙ブックもあり、こち

らは市民意見にもありましたが、非常に日本語の美しさや豊かさを感じること

ができるのではないかと思っております。 

もう１点、読書に関する部分も「光村」が優れているかなと思いました。読書

に関する様々な活動を紹介しているのが「光村」の特長と思っておりまして、全

学年において「読書を楽しむ」や「感想を交流する」など、読書ライフを楽しむ



 

ための活動が掲載されていました。先月中学校に視察に行った際に中学生の子

どもたちと意見交流をしたところ、かなり教科書を参考にしながら読書活動を

しているという声もありました。なので、こういった読書活動に関する部分が重

点的に掲載されている「光村」の教科書が非常に良いのではないかなと思いまし

た。 

最後に１点、先ほど道尻委員がおっしゃっていたのですけれども、いろいろな

ところに ICT の活用場面などが紹介されていることが非常に多いなと思いまし

た。以上です。 

 

〇阿部委員 私も皆さんと同じ考えで「光村」がいいと思っております。特に１

年生 138 ページに「思考のレッスン」という情報の扱い方に関するページがあ

ります。意見と根拠の違いをはじめ、根拠がないとどうなるのか、考えを根拠に

するとどうなるのか、事実を根拠にするとどうなるのかなど、とても丁寧に説明

されているところが、非常に長けているなと思っております。私達大人でも、意

見は言えても何を根拠にその意見を述べているかということについてはなかな

か説明しにくい部分が多いと思いますが、それをわかりやすく、ステップを踏み

ながら学べるところが非常にいいなと思っております。 

 もう１点ですが、見開きの右側の方に「学びへの扉」がありまして、わかりや

すく学習の構成を捉えられるようになっております。見通しをもって学習を展

開できる構成になっており、こちらについても評価できると感じております。以

上です。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。 

 

〇佐藤委員 私は論理的思考に導いてくれるような内容に注目して見ていまし

た。その点については、やはり「光村」が１番手厚いかなと思います。国語の２

年生 121ページの「論理を捉えて」が章になっていて、論理的思考に関する教材

の厚みがあります。これは各学年存在しておりますが、この点で「光村」が長け

ていると思いました。 

 

〇中野委員 私も「光村」が良いと思います。内容については、各委員がおっし

ゃっていることに同意ですが、それに加えて、「季節のしおり」というところで、

日本語の美しさを各学年に向けて紹介されています。情緒的な日本語というも

のを学習してもらいたいと思いますので、この点が評価できると思います。 



 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。それでは、意見が大体合致したようでご

ざいます。国語につきましては「光村」が札幌市の子どもたちにとってより望ま

しいのではないかと思われますが、いかがでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

〇山根教育長 それでは、国語につきましては、「光村」を選定することといた

したいと思います。 

  

〇山根教育長 次に書写について審議を行います。前回の審議におきまして、

「東書」「教出」「光村」の３者を選定の候補といたしましたので、３者から１者

を選定いたします。 

まず、前回の審議における小委員会委員長の報告や質疑応答の内容を私なり

に整理してみますと、書写におきましては別冊の取り扱い、あるいは文字文化に

関する内容について各委員からご質問ご意見がございました。小委員会委員長

からは、課題探究的な学習の取り扱いと、我が国の言語文化に関する学習の取り

扱いの視点において、各教科書の特長や違いが見られるということでありまし

た。これは前回の審議を踏まえまして、さらにご質問がございましたら、お願い

いたします。 

 

〇山根教育長 それでは私の方からよろしいでしょうか。前回の審議でも論点

として取り上げる方が多かったのですが、調査研究の観点でもある我が国の言

語文化に関する学習の取り扱い、とりわけ生涯にわたって文字文化を大切にし

ようとする態度を身に付けるという観点がございますが、これらについて改め

て各者の特長があれば教えていただけますでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 それでは、３者についてお答えしたいと思いま

す。 

まず「東書」においては、文字の特長や、歴史を紹介するといったところが多

くあるかと思います。例えば 16 ページのコラムをご覧ください。「手書き文字

と活字」というところで、各者このように手書き文字や書体の比較は載っている

のですが、こちらのページでは、明朝体の始まりを歴史とともに紹介しておりま

す。また、手書きの文字が少なくなっている現状に関し、活字と手書きの比較を

示しているという特長があります。 



 

 続いて「教出」36ページを御覧ください。「文字の変遷」ということで、様々

な歴史が紹介されています。一つ一つの文字を取り上げつつ、どのように変わっ

ていったのかというところを、歴史を紐解くような形で紹介しているというと

ころが特長に挙げられます。また、24 ページのコラムをご覧ください。文字だ

けではなく、こうした用語についての歴史を紹介しているところが特長となっ

ています。 

 続いて「光村」では、コラムで多様な文字を紹介しているという特長がありま

す。例えば、62ページをご覧ください。「季節のしおり」というところで国語と

の関連を図っており、実際に文字を書く活動において、行書と楷書で書くといっ

た特長を出しています。前回の話題にも上りましたが、手書きの良さについて、

子どもたちがイメージをもちやすい漫画の形で示していたり、コラムにおいて

96 ページ、ユニバーサルデザインフォントというものを見開き１ページを使っ

て紹介したりしています。こちらには様々な身近な UDフォントが示されており、

生徒たちが自分たちの身近にある文字に着目しながら、もう一度周囲の環境を

振り返るような活動が想定されます。以上です。 

 

〇山根教育長 「光村」が漫画で紹介しているのは何ページでしたか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 88ページです。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。その他ご質問等ございますでしょうか。 

 

〇山根教育長 それではこれまでの審議を踏まえまして、札幌の中学生にとっ

てどの教科書がより望ましいかということにつきまして、各委員からのご意見

をお願いしたいと思います。 

 

〇阿部委員 私は「光村」が良いと思っております。まず、課題探究的な学習の

取扱いというところで、全学年において、「考えよう」、「確かめよう」、「生かそ

う」という学習展開になっていて、非常に分かりやすいものになっております。  

また、前回も少しご質問させていただいた通り、書写ブックというものが添付

されていて、活用がしやすいというご意見がありましたので、評価しております。  

先ほど教育長からも質問がありました、「我が国の言語文化に関する学習の取

扱い」というところでは、88 ページの漫画で「手書きの良さってなんだろう」

という身近な題材を扱っていて、非常に興味関心を引く内容になっているとこ



 

ろから、「光村」がいいと考えました。以上です。 

 

〇石井委員 私も「光村」が良いのではないかなと考えております。先ほど阿部

委員からもありましたが、課題探究というところで、まず学習の流れが非常にわ

かりやすいということ、また、「我が国の言語文化」という部分でも、「光村」が

非常に良いのではないかなと思っております。例えば 78ページの楷書と行書の

使い分けというところでも、「手書き文字の良さ」について誰に宛てて書くのか

という部分を考えさせてくれる題材があるのが「光村」だと思いました。 

 あと、88ページの手書きの良さを考える活動について、漫画の導入によって、

子どもたちにとって身近なものであると考えられるようになっているのも非常

に良いなと思いました。以上です。 

 

〇道尻委員 私も「光村」が良いと思います。先ほどご説明いただいた各者の特

長をお聞きすると、それぞれそういうことも学べることが良いと思います。また、

全体的なこととして、お子さんに興味をもってもらい、考えて学習に繋げていく

ことが大切であると考えたときに、身近な素材を使って、漫画も含めて分かりや

すい書き方で学びを構成しているというところに一つ秀でたところがあると思

うので、「光村」が良いのではと感じております。 

 

〇中野委員 

 私は「光村」と「東書」で悩んでいますが、現在、使われている「光村」の書

写ブックの存在や、各委員がおっしゃっている利点もございますので、候補は

「光村」をもう一度選ぶということで意見は同じです。 

 

〇佐藤委員 私は日常への活かし方という点と、言語文化という点の２点で見

ておりました。各者甲乙つけがたく、それぞれ工夫がなされているのですが、言

語文化ということの内容に若干他者に比べて深みがあるように感じる「光村」１

者を推したいと思います。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。書写につきましては皆さん「光村」とい

うことですが、「光村」が札幌市の子どもたちにとってより望ましいのではない

かということでよろしかったでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 



 

〇山根教育長 それでは書写については「光村」を選定することといたします。 

 

 

〇山根教育長 続きまして保健体育について審議を行います。前回の審議にお

きまして、「東書」「大修館」「学研」の３者を選定の候補といたしました。この

３者から１者を選定いたします。 

 まず、前回の審議における小委員会委員長の報告や質疑応答の内容を私なり

に整理させていただきます。保健体育におきましては、多様性や感染症の取り扱

いの他、運動習慣の健康への影響に関する記載について各委員から質問があり

ました。小委員会委員長からは、課題探究的な学習の取り扱いや、運動と健康の

関連についての取り扱いの視点において、各教科書の特長や違いが見られると

いうことでありました。 

 これら前回の審議を踏まえまして、さらに各委員からご質問がございました

ら、よろしくお願いいたします。 

 

〇山根教育長 よろしいでしょうか。 

 

〇山根教育長 それでは、これまでの審議を踏まえまして札幌の子どもたちに

とってどの教科書がより望ましいかということにつきまして、各委員からのご

意見をお願いしたいと思います。 

 

〇佐藤委員 前回の審議で私から、性の多様性についての記載はどうかという

質問し、ご回答いただきましたが、性の多様性については保健体育の学習指導要

領外であるということを確認いたしましたので、それを外して１者申し上げた

いと思います。私は「大修館」がいいのではないかと思います。 

 各者、節が見開きにまとめられている工夫が保健体育の教科書ではなされて

おりますが、１番「大修館」が見開きのまとまりが良くて見やすいというふうに

私は感じました。また、章のまとめが非常に良く、この中で選ぶとすれば「大修

館」と思います。 

 

〇石井委員 私も「大修館」がよいのではないかと思っております。まず、課題

探究という点で、課題をつかむ、からの学習のまとめが非常にわかりやすいと思

いました。前回の会議の際に、札幌市の子どもたちの保健における課題として、

健康な生活と運動などの効率的な繋がりを感じて実践すること、実践する態度



 

を養うことだと仰っていたと思うのですが、その点でも「大修館」は 64～67ペ

ージでスポーツや運動の健康増進やストレス軽減の効果、子どもたちが他者と

比較せずに自分に向き合って体力向上のために考える、計画する、自主的に運動

しようという態度を養うことができる教科書であると思っております。そうい

った点は、この札幌市で重視しているウェルネスの観点からも非常に合致して

いると思っております。以上です。 

 

〇阿部委員 私も皆さんと同じ「大修館」と思っています。特長的なところとし

ては、例えば 43ページ下のところで、グループで話し合う活動が設定されてお

ります。このような記載は「大修館」は非常に多いと思います。また、85 ペー

ジに学習のまとめというところで、例えばがんになる可能性があるということ

だと思うのですが、私のお父さんは塩分を取り過ぎているかも、という考えに導

くような課題探究に繋がる設問が多いと思いました。そのような点から「大修館」

を推したいなと思います。 

 

〇中野委員 私も結論から言うと「大修館」がいいのかなと思います。前回も申

し上げましたが、緊急事態のときは安静体位を右下にしているというところが

正しいのかなということと、ストレスとリラクセーションのところの説明が詳

しいということです。ただ、「大修館」25 ページに、「中学生の生活には早寝早

起きの睡眠習慣が適しています」と書いてあり、これはかつてそう言われていま

したが、今は早寝早起きが本当にいいのかということは議論があります。小学生

は多分早寝早起きでいいと思うのですが、中高生になってくると、そうでもない

のではないかという節があり、気になりましたが、そこは目くじらを立てること

でもないと思いまして、総じて「大修館」を選ぶということで異論ございません。 

 

〇道尻委員 私も「大修館」がよいと思います。他の委員の皆さんが仰ったとこ

ろに加えて、１つだけ指摘しますと、コラムなど、実際の社会の中のエピソード

や取組が紹介されていて、同じことは各者とも書かれておりますが、ストレスや

病気のことも考えたり、感じたりできる教科書ではないかなと思っております。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。皆さんのご意見によりますと、「大修館」

がより望ましいのではないかということかと思いますが、いかがでしょうか。そ

れでは保健体育につきましては、「大修館」を選定することといたします。 

 



 

〇山根教育長 続きまして、道徳について審議を行います。前回の審議において、

「東書」「光村」「学研」の３者を選定候補といたしました。この３者から１者を

選定いたします。 

 前回の審議における小委員会委員長の報告や質疑応答の内容を私なりに整理

しています。道徳においてはいじめに関する取扱いや教材文の後に示されてい

る問いの設定などについて、各委員から質問や意見がありました。小委員会委員

長からは、課題探究的な学習における授業の導入とテーマに迫る問いの構成や、

いじめに関する学習の取扱いにおけるいじめの定義や法律の掲載、これらの視

点において各教科書の特長や違いが見られるいうことでありました。これ前回

の審議を踏まえまして、さらに各委員からご質問がございましたらお願いした

いと思います。 

 

〇中野委員 いじめについて、改めて３者を読み直すと、「光村」と「東書」は

各学年３教材連続して集中的に学ぶ構成になっていますが、「学研」は全体的に

いじめについての間接的な教材・直接的な教材が散らばって配列されておりま

す。実際指導するにあたって集中的に取り扱う方がやりやすいのか、それともバ

ラバラと直接的な教材・間接的な教材を含めて、絶え間なく学習した方がいいの

かわからなかったため、具体的にはどのようにご指導されているのでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 まず、各者の目次をご覧いただきながらご説明

をさせていただければと思います。 

「光村」の目次は、「いじめを許さない心について考える」として、連続して

３教材取り扱うような構成になっております。 

また、「東書」も、「いじめのない世界へ」として３教材連続して取り扱ってお

ります。 

「学研」は目次の中でどれがいじめの教材と明記されてはいないものの、1年

間で、６教材ないし７教材はいじめの教材を取り扱っているという特長がござ

います。今、ご質問いただいた連続して取り扱うことと、年間を通してバラバラ

取り扱うことの違いについてですが、連続して取り扱う部分につきましては、例

えば３教材ですと、実質３週連続していじめに関連する教材を取り扱うという

ようなイメージになります。 

いじめについて、様々な内容項目で連続して学習することで、いじめについて

様々な角度から考えることは、可能になっていると思います。 

一方で、１年間で適宜いじめに関する教材を取り扱うことにおいては、それぞ



 

れのタイミングで取り扱うことで、その都度いじめについて考えることができ

る効果があると考えております。 

 

〇中野委員 直接的に扱う教材と、いじめの要素もあるけど、間接的に扱う教材

もあると思うのですが、ぱっと読んでいじめを扱っているのかどうかが下の方

のマークを見ないと分からないというところが何カ所かあったので、直接・間接

の違いはどのように考えられますか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 教材によって、いじめの加害者被害者にスポッ

トが当たったような教材もあります。例えば、「東書」で言うと、１年生の５番

の傍観者でいいのか、というあたりは、実際のいじめの加害者被害者とともに傍

観者というところに視点が当てられている教材になっています。 

また、「光村」においては、３年生の 36から 45で３教材取「３年目のごめん

ね」という教材では、実際にいじめをしてしまった子ども、いわゆる加害者側を

スポットに当てた教材になっています。 

各者においていじめに関連する教材を３教材４教材を取り扱う中でで、どこ

にターゲットを置くか、加害者・被害者だけでなく、いわゆるいじめの４層構造

という部分では傍観者の部分や観衆に当たる部分についても教材文で取り上げ

たり、あるいはコラムで取り上げるなど、全体的にいじめについて子どもたちが

考えることができるような教材構成になっていると考えます。 

 

〇山根教育長 よろしいですか。他、ございますでしょうか。 

 

〇阿部委員 道徳の目標については、物事を広い視野から多面的・多角的に考え

ることがあると思うのですが、道徳の場合、みんなで意見交換をしたり、１つの

答えにたどり着くよりも、答えは１つじゃないから、いろんな意見が出てもいい

というような考え方でよろしいのでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 そうですね。道徳については何か１つの答えに

たどり着くということではなく、子どもたちが様々なテーマについて道徳的価

値の理解を基に、様々な考え方があるということを理解することが大事です。 

例えば、道徳的価値が理解されていたとしても、日常の場面においては、複数

の道徳的価値が対立する場面に直面するが、これから出てくると思いますが、そ

のときに適切な道徳行為が取れるように、いろんな場面を想定して、いろんな考



 

え方をここで学習していくことがポイントかと思いますので、何か１つの答え

に決めるということは、授業の中ではございません。 

 

〇阿部委員 ありがとうございます。その中で「光村」では、最初の導入ページ

に、「道案内」というコーナーがあると思うのですが、その中で、答えは１つで

はない、という言い切りの部分があります。そのあたり、他の教科書発行者はど

のような表現になっているのでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 いわゆるオリエンテーションの部分で、道徳科

はどのように学んでいくのかというのは、各者取り扱われているところです。 

「光村」では、先ほどのお話のように、「道案内」という形で掲載をされてい

ます。「東書」は、「道徳科とは」としてオリエンテーションのページで道徳科の

ねらいや目標、学び方なども掲載をされています。 

また、「学研」も同じように、オリエンテーションとして道徳科の考え方や学

び方というようなことも掲載をされているところでございます。 

いずれの教科書においても、道徳科は多面的・多角的に考えるという部分につ

いて同様に記載されております。 

 

〇阿部委員 ありがとうございます。道徳の多面的・多角的に考えると考えたと

きに、最終的に自分だったらどう考えるだろうかというところの、自分だったら、

というところは、どの教科書もポイントになっていると思っております。 

私の見立てとしては、「光村」については、自分だったらというのも考えるの

ですが、その中に他者もいて、自分だったらどうだろう、他の人はどう考えるの

だろう、とより多面的・多角的な考え方にたどり着けるようなアプローチが長け

ている印象があるのですが、他の教科書発行者はどうでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 問いの構成という部分では、各者において道徳

的価値に迫るもの、そして自分との関わりについて考えること、それから多面

的・多角的に考えるという部分で構成をされている部分ではあるのですが、おっ

しゃるとおり、「光村」については考えようという部分でテーマを示すとともに、

道徳的価値についての理解を促すような問いの他に、「見方を変えて」、「つなげ

よう」として、子どもたちの思考がより一層多面的・多角的分に広がっていくよ

うな問いが設定されております。 

「東書」についても、学び方という部分では、基本的な問いの設定としては、



 

考えを見つめよう、ぐっと深めるというような問いの構成が多くなっておりま

す。教材によっては、書き込み形式で、様々な思考が生まれるように、例えば１

年いじめの初めの教材ですが、いじめに当たるのはどれだろうということで、問

いも複数準備していて、様々な角度から子どもたちが考えられるような構成に

なっているものもございます。 

また、「学研」については、深めようというページが各学年５・６教材程度準

備されており、こちらについては、その他の教材は、考えようの２つの問いなの

ですが、深めようが掲載されている教材については、考え方の道筋がより見える

形で思考が深まる構成になっているといった特長もございます。 

 

〇山根教育長 他にございますでしょうか。 

 

〇山根教育長 それではこれまでの審議を踏まえまして、札幌の中学生にとっ

てどの教科書がより望ましいかという点につきまして、各委員から意見をいた

だきたいと思います。 

 

〇阿部委員 私は「光村」がいいと思っています。多面的・多角的な考え、多様

な考えをもつということが道徳では大切かと思うのですが、「光村」の場合はポ

イントの 1 として、答えは１つではないということを最初に言い切っており、

ポイントの２のところでは、自分と向き合い、他者と向き合うとなっております。

自分だったらどう考えるかというのは１つのゴールだと思うのですが、多面的・

多角的と考えたときに、自分の考えもあるけど他の人はどう思うのだろうと考

えることは大事だと思います。他の教科書は、自分だったらということがゴール

になっている印象が私にはあったので、そういう意味からも、この２つのポイン

トを、非常に重要として考えていただいていると思いました。 

それから、コラムとして、なんだろうなんだろうというコーナーがあります。

1 年生の 82 ページで、答えを出さずに、最終的に正義って何だろうというとこ

ろで終わっております。これは多様な考えで、自分だったら正義ってこう考える

けど、他の人はどう思うのかっていうのを、答えは出さないけど、考えるきっか

けを作っているのも、１つ特長になっていると思います。 

前回のときに、振り返りの時間はどれくらいあるのか、どのくらい大切なのか

を確認したときに、２、３問程度は必要ということで、その中でも「光村」の場

合は多様な質問が繰り広げられていて、「見方を変えて」「つなげよう」として、

多面的・多角的な考え方にたどり着けるような構成になっていると思います。  



 

これらの理由から私は「光村」がいいのではないかというふうに思います。以

上です。 

 

〇道尻委員 私も「光村」がいいと思います。阿部委員がおっしゃったことも同

感ですが、市民意見を見ましても、「光村」を推す意見が多数を占めております。

内容を見ましても、話合い活動のページが多いこと、また、道徳の場合、教科書

を読むだけではなくて実践をして具体的なことを意識する、あるいは行動に繋

げることが大事だと思いますが、そういう構成が取られているということ、それ

から問いが適切であることや自分たちで考える教材であるという意見もありま

した。また、北海道に関連してアイヌの歌を歌いたいという教材、これを評価す

る声も私が見た中では３意見ほどありました。以上の点から、私も「光村」が良

いと思います。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。 

 

〇石井委員 私も「光村」が良いのではないかと思っております。他の委員もお

っしゃっているように、問いがやはり良いなと思っております。「見方を変えて」

や「考えよう」、「つなげよう」という問いが、非常に自分との関わりについて多

面的・多角的に考えることが可能なのではないかなと思っております。 

また、いじめについても早い段階から取り扱っているところやいじめの構造

について、他者も被害者や加害者、観衆・傍観者ということを取り上げているの

ですが、「光村」は１年生の 46ページで、いじめの構造は入れ替わる可能性があ

るということも心に留めておこうとの記載があって、ここは他者にない記載か

と感じました。以上になります。 

 

〇中野委員 私は、「学研」の題材もいいと思っておりましたが、もう一度読み

直して、先ほど質問したとおり「東書」、「光村」ではいじめを扱っていることが

はっきりわかる題材が３つ並んでおり、「学研」は分散されております。右下の

方にいじめというロゴが出ていて、そこでいじめの題材と気付くようになって

おり、明らかにこれはいじめを扱っているということがわかる題材と、間接的な

部分が混ざっていて、分かりづらいように思いました。生徒にそれが響くのかな

というところが、少し曖昧だったので、「学研」を外させていただきました。 

「光村」、「東書」にはあまり差がない気がしており、他の委員がおっしゃる「光

村」がいいという確信は強く持てません。私の意見としては、「光村」「東書」の



 

両者にそれほどの差がないので、皆さんが「光村」という意見がおおければ、「光

村」にしたいと思います。 

 

〇佐藤委員 私も中野委員と同じく３者を残しましたが、この３者は他と比べ

て考えさせる題材が多いと思います。中野委員がおっしゃったように、私も前回

発言しましたように「学研」の題材にいいものがあるなと思ったのですが、やは

り教室の中での活動を考えたときには、「東書」「光村」の方が優れているかなと

いうふうに思います。それで「東書」「光村」で非常に悩んでおります。阿部委

員のご指摘のように、確かに「光村」は答えは１つではないと、明確に巻頭に出

てくるのですが、実は「東書」も、巻頭のところであまり目立たりませんが、道

徳科の時間は正しい答えを見つける時間ではありません、と最初の一行で明言

しております。そこはあまり差がなく、両者とも言ってみれば道徳というものは

自分の生き方を見つけるイコール自分の哲学っていうものを持つということだ

と思いますが、そういうことが目指されている教科書なのかなと思いました。 

私としては違いがあるとすれば、中野委員のご指摘のように、いじめの取り扱

い方に「光村」と「東書」に大きな違いがあるなと。 

「光村」はどちらかというと少し深く考えさせるような流れで、教材の配置と

いうものが構成されているのに対して、「東書」は教室の中で往々にしてどこで

も起こりうるようないじめというものを取り上げて直接内容を紹介しておりま

す。私が注目したのは、１年生の 22ページにある、「いじめに当たるのはどれだ

ろう」という教材です。いじめに当たる行為について、日常の教室場面を直接取

り上げて、いじめの罪深さがわかりやすいのは「東書」だと思います。 

ただ、そうした方がいいのか、「光村」のように、もう少し将来にも繋がるよ

うな形で、人間関係の本質というものを考察させるような教材がいいのか、私と

しても判断がつかないところです。今、ご意見を伺ったところ「光村」が良いと

するご意見が３人いらっしゃいますので、他の委員のお話を聞きますと、やはり

「光村」のほうが札幌市の子どもたちにとって適切なのかなと思います。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。ちなみに小委員会で、今佐藤委員がおっ

しゃった「光村」と「東書」のいじめの取扱いの違い、直接的な内容の表現ない

し生徒に深くさせるという、小委員会ではその辺何か意見の交換のようなもの

はあったでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 お話のとおり、「東書」はどちらかというと、直



 

接的に取り扱った教材が多く配列されているという特長がございます。 

一方、「光村」ではいじめについても、人権をベースに作られているところが

特長的だと思います。「光村」の場合、いじめは人権侵害行為であるという視点

から人権意識を高めるというところにおいて、人権コラムを３学年共通して作

っており、人権ベースでいじめも防止していくという考え方になっております。

「東書」に比べると、直接的に取り扱っているというよりかは、少し幅広に取り

扱った教材になっている特長があると、小委員会でも話題になっておりました。 

 

〇山根教育長 授業を展開する上では、どちらがどうということはあるのでし

ょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 授業を展開する上でこちらが良くてこちらが悪

いというようなことはもちろんございません。 

ただ、いじめについて考えるとなったときに、いじめだけにスポットを当てる

ことがいじめの防止に繋がるということではなく、子どもたちが多様性を認め

て、自分も自己肯定感を高められたり、あるいは他者を認めることができたり、

そしていろんな人がいて、学級が成り立っているという感覚を持ち、安心して学

級が生活できる空間になることが大切です。様々な教材でいじめについてアプ

ローチしていくというようなことが必要だと、小委員会で話題にはなっており

ました。 

 

〇佐藤委員 直接的な現象を題材に、今ある日常と比較してっていうことも大

事だとは思うのですが、やはりいじめは人権侵害であるということは防止対策

基本法にも明記されていることなので、子どもたちにここを伝えるべきだと私

も思いますので、そういった観点からも幅広く人権というものについて考察さ

せる「光村」を推したいと思います。 

 

〇山根教育長 「光村」「東書」という案も良いというご意見もございましたが、

中野委員よろしいでしょうか。 

 

〇中野委員 私はそこまでの差がないとなれば、皆様方のご意見を踏まえまし

て、「光村」で結構です。 

 

 



 

〇山根教育長 

 これまでのご意見から総合的に判断しますと、道徳につきましては「光村」が

より望ましいのではないかと思われますがいかがでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

〇山根教育長 それでは道徳につきましては「光村」を選定することといたしま

す。 

それでは少し早いですが、ここで休憩としたいと思います。再開は１時間後、

12時半ということでよろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

〇山根教育長 12 時半に数学から再開ということにしたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

（休憩） 

 

〇山根教育長 少々早いですが、皆さんお揃いですので再開してよろしいでし

ょうか。それでは審議を再開したいと思います。次は数学について審議を行いま

す。 

前回の審議におきまして、「東書」「学図」「教出」「啓林館」の４者を選定の候

補といたしましたので、この４者から１者を選定いたします。 

はじめに、前回の審議におけます小委員会委員長の報告や質疑応答の内容を

私なりに整理してみますと、数学においては既に学んだことの振り返りや、数学

が苦手な子どもへの配慮などについて、各委員からご質問やご意見がございま

した。小委員会委員長からは、課題探究的な学習における学びのプロセスや日常

と数学の繋がりの視点において、各教科書の特長や違いが見られるということ

でありました。 

それでは前回の審議を踏まえまして、さらにご質問がございましたら、お願い

いたします。 

 

〇中野委員 １年生で多角形の話が出てくると思うのですが、教科書の後ろに

付録として多角形を立体化できるという教材が「東書」と「教出」に載っており、

教える方として多角形のイメージでこういう付録の活用は検討されたのでしょ

うか。 



 

〇教科用図書選定審議会委員 数学小委員会委員の三浦でございます。私の方

から説明させていきます。小委員会では、特に付録の扱いということは調査研究

項目には入っていなかったところですが、もし教科書にないということであれ

ば、教科担任が工夫しながら行うところかなと思います。今ご指摘ありましたよ

うに、「東書」と「教出」は正多面体の展開図があってそれを組み立てて、正多

面体の模型を通して学習するということで付録がございますが、「学図」には、

錐体が柱体の体積の３分の１であることを理解するための教材が付録として掲

載されています。その題材を扱うときにはそれぞれ工夫しながら授業を行って

いるというところです。 

 

〇中野委員 担任が自分で作るでもいいですが、目の前に教材を置いて、そうだ

ということを理解していく良さがあると思います。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 学校には立体模型等もございますので、子ども

１人１人が実際に組み立てて作るという良さもありますし、模型で一斉に学習

した後、その探究の場面に時間を割いて、という時間の構成は様々だと思います。 

 

〇中野委員 分かりました。 

 

〇山根教育長 他、いかがでしょうか。 

 

〇阿部委員 課題探究的な学習の取り扱いのところで、自ら疑問や課題を見い

だし、主体的に解決することが可能な内容かどうかというのが、調査研究の具体

的な内容として挙げられておりますが、各者の特長を改めて教えていただけれ

ばと思います。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 課題探究的な場面においては、まず「東書」では、

考えてみよう、調べてみようの後に、①②と補助発問に沿って考えを深めていく

構成になっています。 

続いて「学図」の場合は、最初に子どもたちが疑問を抱く場面を丁寧に扱って

いて、教科書にある吹き出しや右側の見方・考え方にある、どこに着目して考え

ればいいかなというところで課題を見いだす段階から、丁寧に取り扱っている

という特長があります。 

「教出」はこれまで学んできたことのつながりをとても大切にしており、教科



 

書の随所にこれまでの既習事項を振り返る記述がありますので、それを子ども

たちがヒントとしながら考えを深めていくという工夫がなされているという特

長があります。 

 

〇阿部委員 「啓林館」のほうは何か特長はありますでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 「啓林館」はステップ１、２、３という構成で、

数学の問題発見、問題解決の過程を意識した作りになっており、このとおりに進

めることで、問題解決の過程に沿って子どもたちが取り組むことが可能な構成

になっています。特に特長的なのは、「啓林館」はステップ３で、それまで学習

したことを終えた後に話合いの場面を設けている特長があり、他者については

話合い活動をしながら課題を解決していく教科書が多いのですが、解決が終わ

った後に振り返って話し合うところが他者と違うところかなと捉えているとこ

ろです。 

 

〇阿部委員 ありがとうございます。 

 

〇山根教育長 他、ございますでしょうか。 

 

〇山根教育長 今の阿部委員の質問にも関連するのですが、課題探究的な学習

を実践していくうえで、現場では先生方、どういう工夫が必要になるのかという

ことと、それに当たって教科書を具体的にどう活用していくのかということを

教えていただけますでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 数学においては、既習の内容を十分活用すると

いうことが必要になってきますので、それが十分でない生徒もいることから、そ

れらの生徒に対して教員は個別にアドバイスをしていくという形で授業は進ん

でいきます。教科書にヒントや問いかけなどがあることで、子どもたちが自ら気

づくということが大切で、教科書の役割は非常に大きいと考えているところで

す。 

そういう意味では「東書」は、補助発問を重ねる形で構成されていますので、

教師は教科書の問いかけをすることで、子どもたちが疑問や課題をもちながら

進んでいくということになっている点、「学図」は発問の形の前の段階で、子ど

もたちがなぜだろうどうしてだろうと考える場面を特に大切に作っていること



 

から、自ら主体的に課題探究的な学習に取り組む工夫がありますので、子どもた

ちの学んでみたいという思いを引き出していくことは教師の役割として大切だ

と考えているところです。「教出」は既習事項が様々書かれているところがあり

ますので、そういうところをヒントにして活用していく作りになっているので、

教師としては授業の中でヒントを手がかりに解決を図っていくことを促してい

くという働きかけをしていくことになると思います。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。他、ございますでしょうか。 

 

〇中野委員 練習問題や巻末の問題、各者違いますが、その難易度や範囲には何

か特長はあるのでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 各者発展的な内容を取り扱っているところで、

そこに大きな違いはなかったと小委員会では見ていたのですが、発展的な内容

を扱う量よりも質の部分に着目して調査研究をしてきました。 

例えば、教科書で扱われている発展的な内容というのは、ただ難しいことだけ

ではなくて、学んだことを生かしたり、数学の楽しさに触れたりすることがとて

も大切なことで、そういう学びとよくつながっているかという観点で見てきた

ところです。 

既に前回小委員会の委員長からもありましたように、例えば「東書」は、身近

な話題を題材として問題が設定されていて、それをもとに数学的に考察した後、

さらに日常生活に生かしていくことを丁寧に構成している特色がありました。  

他者においても、章末に「活用」と示されている問題がございまして、そこで

は「東書」同様に日常とのつながりを意識した問題が多く掲載されています。 

 具体的には、「学図」１年生ですが、章の問題で基本問題、応用問題の後に、

活用という問題がありまして、そちらで学んだことを日常の場面で活用してい

くということを意識した構成となっていて、授業の中で学んだことを日常生活

に生かしていくという学びが可能となっています。 

「教出」も同様で、章の問題、確かめてみようの後に、力を伸ばそうという問

題があり、次に学びを活用しようということで、キャンプ場で水を汲むという場

面を考えていくように、どの者も発展的な内容を取り扱っていて、学んだことを

生かしていくことで、学ぶ意欲につながるものになっていると、小委員会で話題

になりました。 

 



 

〇中野委員 ありがとうございます。 

 

〇山根教育長 他、ございますでしょうか。 

 

〇山根教育長 それではこれまでの審議を踏まえまして、札幌の中学生にとっ

てどの教科書がより望ましいかということについて、各委員からの御意見をお

願いしたいと思います。随時質問についても可能でございますので、よろしくお

願いいたします。 

 

〇道尻委員 数学については、課題探究的な学習が充実させるような構成にな

っているかということは、各者工夫をされていて、特長的な部分があり、なかな

か甲乙つけがたいかなと思っています。それぞれ評価できると思うのですが、私

は「教出」が良いのではないかなと感じております。先ほどの御説明にもあった

と思うのですが、既習事項を振り返りながら、考えていくことが可能という作り

の部分に好感がもてると感じております。数学については、私自身もそうなので

すが、なかなか興味をもちにくい生徒も相当数いらっしゃると思います。他の教

科書でも取り上げられているのですが、そういった意味で「教出」の教科書は社

会とのつながりあるいは他教科への活用が、少し特長があるかなと思います。数

学を学ぶ意義や興味・関心につながることがあるのでないかと思います。市民意

見でもそのような意見があり、私としては今のところ「教出」と思っています。

以上です。 

 

〇中野委員 私は少数派ではないかと思いますが、「啓林館」と考えております。 

まずノートの取り方を見開き２ページについて学年ごとに載っているというこ

とと、分かりやすくというよりは、発展的というところにも力が入っていて、巻

末の「力をつけよう」で、応用的な問題についても詳しく載っております。確か

に数学が苦手な人に対し、つなげようという観点ももちろん大事だと思います

が、今は社会的には高い数学力が必要とされていて、文系でも数学を必ずやらな

ければいけませんので、発展的内容も含めたほうが良いと思ったところです。 

分かりやすくという論点でいれば、「教出」を挙げたいと思います。私の意見

としては、１に「啓林館」、次に「教出」です。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。 

 



 

〇佐藤委員 課題解決の学習過程の流れを丁寧に追えているという意味で、「東

書」「教出」のいずれかなと思っておりました。 

特に「東書」は、まず学習課題を示した後に補助発問が段階的に並んでいると

ころが、学習者にとっても使い勝手がいいと思っております。 

「教出」は御指摘がありましたように、小学校とのつながりということを非常

に大事にしている教科書だと思います。章の前に必ず学習する前にというもの

が掲載されており、既習事項というものを確認する形で大変丁寧に作られてい

ると感じます。 

また、課題解決型の学習を促すときに、クエスチョンから始まる「はてな、な

るほど、だったら」という問いのつながりは、数学や理科で大事にされる学習過

程なのかなと思います。これが連続的に示されているという点においても、「教

出」は非常に丁寧と感じます。中野委員のおっしゃるようにレベルの高い人に合

わせるのか、それとも一般的な層に合わせるのかということですが、私としては

一般的な層に合わせるのであれば、第１が「教出」で、２番目は「東書」という

のが、私の考えです。 

 

〇阿部委員 私は「教出」がいいと思っています。まず課題探究的な学習の取扱

いでは、学びのプロセスというところで、問題を自らが発見するというところと、

主体的に解決することが可能かどうかというところで、そのプロセスがまず問

題を見いだして、どこに問題があるかを掴んで、見通しを立てて解決するという

ストーリーがしっかりと組まれているというところが長けていると感じました。 

また、定期的に数学の広場としてコラムを掲載しているので、これも非常に読

みやすく、分かりやすくて、数学が苦手なお子さんも少し一息つけるような、そ

んなシーンになっていると感じました。 

また、Let’s Try という部分では、日常生活で起こりうるような場面を想像

しながら問題を見いだして解決するような作り込みになっているところから、

「教出」がいいと思います。 

 

〇石井委員 私は「教出」と「東書」で非常に悩みましたが、課題探究という点

で、学習過程がわかりやすいのは、「教出」と思っております。現在の小学校の

教科書もそうですが、学習過程が「はてな、なるほど、だったら」という流れが

非常にわかりやすいということと、市民意見でもありましたが、振り返りをしや

すいということで、小学校や前年度学んだことを巻末の方にある学びのマップ

を活用しながら、自主的に復習しながら学んでいけるという点で「教出」と思い



 

ました。 

 「東書」は Math connectというテーマがあって、日常と数学とのつながりを

意識できる点はよかったのですが、いろいろな面を考慮して「教出」と思ってお

ります。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。「教出」の声も多かったのですが、中野

委員からは「啓林館」の発展的内容に詳しいという特長がいいという御意見もあ

りました。 

数学において発展的な内容について、授業でどのような取り扱いをされてい

るのか、また発展的な内容に興味・関心のある生徒への対応について教えていた

だけますでしょうか。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 発展的な内容は巻末に掲載されているもの、途

中に掲載されているものなど、様々ありますが、授業では学習したことと関連し

て扱うことが多いと思います。例えば、各章で学んだ後に、扱うこともあります

が、場合によっては時間の関係からそこの部分が十分に扱えないこともありま

すので、子どもたちが興味・関心をもって自ら取り組んでみたいと思えるような

紙面になっていることで、家庭での学びを深めることに活用できることもある

と思います。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。中野委員、いかがでしょうか。 

 

〇中野委員 私は少数派であることを自覚しつつ、「啓林館」と申し上げました

が、既習事項との関連や分かりやすさを重視するのであれば、先ほど申し上げた

「教出」と思っております。実際の授業では、より発展的な内容のところまで手

が回らず、標準的なところから分かりやすくという点に主眼を置いていると推

測しておりますので、指導しやすい「教出」がいいと思います。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。他、御意見等ございますでしょうか。よ

ろしいでしょうか。 

 

〇山根教育長 それでは総合的に判断しますと数学につきましては「教出」がよ

り望ましいのではないかと思われますが、いかがでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 



 

 

〇山根教育長 それでは数学につきましては、「教出」を選定することといたし

ます。 

 

〇山根教育長 続きまして理科について審議を行います。 

前回の審議におきまして、「東書」「啓林館」の２者を選定の候補といたしました。

この２者から１者を選定いたします。 

はじめに、前回の審議における小委員会委員長の報告や質疑応答の内容を私

なりに整理してみますと、以下におきましては、学習のまとめの設定の仕方や協

働的な学びということについて、各委員から質問やご意見がございました。小委

員会委員長からは、課題探究的な学習の取り扱いにおける導入や振り返りの設

定の視点において、各教科書の特長が見られるということでありました。それで

は、前回の審議を踏まえましてさらに各委員からご質問がございましたらお願

いします。 

 

〇阿部委員 課題探究的な学習の取り扱いで仮説を立てて検証するという具体

的な内容の記載があるのですが、大人でも仮説を立てることは難しいので、興味

をもってもらい、その仮説を立てるまでのサポートが非常に私は重要だなと思

うのですが、２つの教科書についてそれぞれ特長がありましたら教えていただ

きたいと思います。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 ありがとうございます。まさにその仮説を立て

る前、課題を設定する前の疑問を自ら持ち、そして自ら課題を設定するというプ

ロセスは重要になってくるかなと思います。 

前回も紹介させていただいた内容ですが、例えば「東書」２年生の化学変化の

中で、炭酸水素ナトリウムの熱分解のものですが、イラストを使って疑問を生み

出すところがあります。なぜふっくらしているのだろう、その原因は何か、とい

うことをイラストでわかりやすく説明をしていて、その原因が炭酸水素ナトリ

ウムにあるということを紹介するようなアプローチの仕方です。 

一方、「啓林館」は、どら焼きを例に取っておりますが、実際にどら焼きやカ

ルメ焼き、それぞれふっくらしている共通点はなんだろうかという見た目や、下

段にそれぞれの材料を載せて、共通点はなにかということを自ら考え、共通する

ものは重曹、炭酸水素ナトリウムにあるのではないかということを見いだして、

課題設定をして、探究をしていくという流れになっております。 



 

 

〇山根教育長 他、いかがでしょうか。 

 

〇道尻委員 理科についても、興味のある方もいれば、中々興味をもてない方も

いると思うのですが、日常生活との関わり方あるいは学んだことをどうやって

日々生かしていくのかという点について、特長があれば教えていただきたいと

思います。 

 

〇教科用図書選定審議会委員 ありがとうございます。答申の１、調査研究項目

１の⑵に関わる内容かと思いますが、理科を学んだことの意義や有用性を実感

するということはものすごく重要で、令和４年の全国学力学習状況調査の結果

も、そこに課題があると捉えております。 

まず、「東書」はほとんどの節の終わりに、活用、学びを生かしてみようとあ

ります。これは、先ほど紹介した２年生の化学変化のところですが、熱分解を学

んだ後に、学びを生かしてみようという形で、ここでは水を冷蔵庫に入れて氷に

する変化、これは化学変化と言えるかどうかということを、理由を合わせて説明

してみようというような問いが示されています。このように、学んだ後に活用と

いう問いが示されているのが「東書」の特長になります。 

「啓林館」は、今使っている教科書から今回新たに追加された内容になります

が、アクションというものが示されています。同じように課題探究の後に示され

ているパターンもありますが、実はこのアクションが随所に掲載されていると、

全て学んだ後ではなく、探究の途中にもアクションが示されるような構成にな

っています。そのため、学びの振り返りとして活用することもできれば、事業の

導入として使うなど、様々な活用ができると思います。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。他、よろしいでしょうか。 

 

〇山根教育長 それでは、どの教科書がより望ましいかということも含めまし

てご意見をお願いしたいと思います。 

 

〇中野委員 私は、現在使っている「啓林館」を継続すべきではないかと思いま

した。「啓林館」は説明が細かく書かれていて、３年生の 81ページ、地球の自転

の周期で、１回自転するのに 24時間と思いがちなところ、公転した分だけ短く

なる、という説明を書いているのが「啓林館」で、細かく書いている点や日常何



 

気なく考えたことを説明できている点が優れているのではないかと思います。

また、82 ページですが、月の形と上に上げたボールの陰影がタイアップできて

いるというところで、なぜかというところを身近な物を使って類推できるとい

うところなど、細かいところへの配慮が高く評価できると思います。 

ただ、「東書」も優れているところがあって、歴史にアクセスというところが、

私は気に入っておりまして、科学的探究ですが、歴史的にどのような論点で説明

できるのかということを非常に興味深く紹介しているコーナーを評価しており、

どちらも優れていると思いますが、今回は僅差で「啓林館」というのが私の結論

でございます。 

 

〇石井委員 私も「啓林館」が良いと考えております。両者どちらも非常に良く

て悩みましたが、どちらも課題探究的な学習の取り扱いという点ではそんなに

差はないかなと思っております。ただ、写真の資料や、先ほどのご説明にあった

アクションもですが、「啓林館」の発問が非常に良いと思いました。炭酸水素ナ

トリウムを加熱したときの化学変化の部分ですが、「啓林館」の２年生の 139ペ

ージ、各章の始まりの部分の「学ぶ前にトライ」という発問が子どもたちの身近

に感じ、日常と密接につながっている化学変化を意識できる点で好感をもちま

した。例えば、入浴剤の泡で化学変化を子どもたちに意識させるというところで

すが、このような発問から、疑問を子どもたちにもたせるというところで「啓林

館」がいいかなと思いました。 

また、写真が非常に良いと思っています。例えば３年生の 82ページ、マンシ

ョンの壁からボールと影があるような写真など、子どもたちが科学というもの

を意識できるのではないかと思いました。 

あとは、３年生の 46、47ページで、プラネタリウムの解説者に挑戦という発

問が、プラネタリウムがある札幌市としては活用ができるのではないかと思い

ました。以上です。 

 

〇道尻委員 私も「啓林館」が良いのではないかと思います。課題探究的な学習

の充実という面では、どちらも遜色なく作られていると思いますが、理科を学ぶ

意義や社会の中における有用性といった視点で、「東書」は学習の終わりに単元

のページがあるのに対して、「啓林館」は各所においてもアクションというもの

が掲載をされており、授業の中で導入や単元を学ぶ中で、そのような観点を取り

込み、効果的な授業を行うことができる面があるのではないかと感じました。 

また、「啓林館」は札幌市に関わる内容が充実していることから、札幌市の子



 

どもたちが学ぶ教科書として、相対的に「啓林館」が一番適切ではないかと思い

ます。 

 

〇阿部委員 

私も皆さんと同じく「啓林館」と思っています。皆さんからの意見とはちょっと

違う角度でお話させていただくと、考えてみようとありますが、その中でグルー

プ活動を推奨しております。みんなで話し合って答えに辿り着きましょうとい

うふうになっていまして、話し合いの仕方が、１年生だと 261 ページに記載さ

れており、これが非常に共感できる点です。まず自分の意見を言って、その後に

相手の考えを聞いて、最後にこれってどうなんだろう、とグループで話し合いが

あり、さらに広げるためにブレストのやり方やジグソー法といういろんな話し

合いの仕方にアプローチできるような説明があります。理科ではない他の教科

でも使えるところが、「啓林館」の丁寧な巻末の資料の作り方という意味でも、

一歩先に進んでいらっしゃるのかなという印象を受けました。以上です。 

 

〇佐藤委員 両者、読めば読むほど、それぞれの良さというものに気づかされて、

本当に甲乙つけがたいですが、私も本当に僅差で「啓林館」とさせていただきた

いと思います。「東書」で感動したのは、２年生の 10、11ページの元素記号表は

各元素が一体どのような物質が入っているのかということが示されていて、惹

かれましたが、「啓林館」はこれまでご指摘ありましたように発問がいいという

こと、それから、探究実習・探究実験やみんなで探究クラブが非常に興味深いと

思います。そのような細かい問いかけや学習者の元々もっている知識をどうい

うふうに活性化していったらいいのかという観点から作られている印象を受け

るということで、私も「啓林館」を推させていただきたいと思います。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。それでは理科につきましては、「啓林館」

が札幌市の子どもたちにとってより望ましいのではないかと思われます。いか

がでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。それでは理科については「啓林館」を選

定することといたします。次は外国語、英語について審議を行います。 

英語につきましては前回の審議において「東書」「開隆堂」の２者を選定の候

補といたしました。この２者から１者を選定いたします。 



 

はじめに、前回の審議におけます小委員会委員長報告質疑応答の内容を私な

りに整理してみますと、英語につきましては、話すことにおける帯教材の取扱い、

また社会的な話題の取扱い、小学校の学習と繋がり、について各委員から意見が

ありました。小委員会委員長からは、課題探究的な学習における言語活動の取扱

いや、札幌市の課題である「話すこと」、やり取りの学習の充実を図る視点にお

いて、各教科書の特長や違いが見られるとのことでありました。まず前回の審議

を踏まえましてさらにご質問がございましたら、よろしくお願いいたします。 

 

〇阿部委員 主体的に考え行動する力を育む教育活動の推進の⑵で、「話すこ

と・」やり取りの領域における学習の取扱いというところで、事実や自分の考え

というところと、気持ちを整理するというところがあると思うのですが、気持ち

を整理するって大人でも難しい部分があると思います。国語では根拠をどう示

すかという根拠だったのですが、外国では気持ちを整理するっていうところが

特長なのかなと思います。そのようなあたりで２者の教科書会社にどんな特長

があるのか教えていただければと思います。 

 

〇英語小委員会委員長 ありがとうございます。２者とも思考ツールやデジタ

ル教材等を使って気持ちを整理するような箇所があったので、ご質問があった

点に関しては大きな違いがなかったと、小委員会の方ではご意見として出てい

たところです。 

 

〇佐藤委員 前回伺ってなかったと思うんですが、この２者において１年間通

しての教材の内容量について差はありますでしょうか。同じでしょうか。 

 

〇英語小委員会委員長 ありがとうございます。教科書を開いてみていただい

て、ぱっと出てくる文字の量は、小委員会では「東書」の方が多いかなというご

意見は上がっておりました。また、現在、「東書」を使用しておりますが、市民

意見の方にも、やや難しいというご意見もありまして、ただ教科書はあくまで教

科書でございますので、現状先生方は、どんな力を身につけさせたいかというゴ

ールに向かって、軽重をつけて教えているところです。開いたところの紙面上の

情報量、文字の量というところには少し差があるかなとは思っておりますが、そ

こは先生方の工夫というところもあると思います。 

 

〇阿部委員 今の佐藤委員の意見に対するご回答を踏まえて、確かに「東書」の



 

方は情報量が多く、コンテンツが多いので、多様な学びが深まるのでは、という

印象がありましたが、個人的には、例えば１年生のときに初めて会うクラスメイ

トに自己紹介をスタートするようなシーンがあり、その次にアルファベットの

名前と音を確認しようというセクションがいきなり入ってきたっていう印象を

もちました。こういうストーリーになっているものなのか、その辺を教えていた

だきたいと思います。 

 

〇英語小委員会委員長 ありがとうございます。小学校で学習した内容を復習

しながら中学校１年生の大体１学期ぐらいまではそのような構成に各者ともな

っていると思います。自己紹介にしても、アルファベットの取扱いや音について

も、復習しながらプラスアルファをして、学習内容の取扱いになったのかと思い

ます。 

 

〇阿部委員 ということは、いきなり出てきてるというよりも、小学校の復習が

要所要所に入り込んでいるので、特にそれについて違和感なく進めていけると

いうことなのでしょうか。 

 

〇英語小委員会委員長 はい、おっしゃる通りでございます。 

 

〇阿部委員 はい、ありがとうございます。 

それともう１点、両者を比較したときに、「開隆堂」は話す側が顔のアイコン

になっていて、「東書」はアイコンではなくて人の名前になっておりますが、こ

の辺は何か小委員会の中で話題に上がったことはありますか。 

 

〇英語小委員会委員長 ありがとうございます。特にここは大きな話題にはな

らなかったかなというのが率直なところでございますが、先ほどお話した件と

も重なりますが、自己紹介は小学校でも繰り返し行ってきているものなので少

し復習、それから新しく出会ったお友達も中学校にいるということで、一文程度

追加して自己紹介をするという学習の取扱いになっているかと思います。 

 

〇阿部委員 自己紹介だけじゃなく、要所要所の対話のシーンで、「開隆堂」は

顔のアイコンが出てきております。その辺は自己紹介に限らず、アイコンになっ

ていても名前になっていても、そんなに大きな違いはないっていうことでよろ

しいですか。 



 

 

〇英語小委員会委員長 ここの部分に関しては、小委員会では意見はありませ

んでした。 

 

〇阿部委員 わかりました。 

 

〇石井委員 質問させていただきます。小学校のときはどちらかというと英語

は文法というよりは「話すこと」や「聞くこと」に重点を置いていて、中学校に

上がって文法を意識するようになると思いますが、両者を比較したときに、「開

隆堂」の方が少し細やかな感じがしました。例えば「東書」だと１年生の 28、

29ページで be動詞と一般動詞を使うのですが、「開隆堂」は be動詞と一般動詞

を順序を追って扱っており、そういった文法の取扱いについては小委員会で何

か話し合われたでしょうか。 

 

〇英語小委員会委員長 ありがとうございます。各者特長があるとご意見が出

ており、今スクリーンに出ているように、グラマー フォー コミュニケーション

のような文法のまとめのページは各者取り扱っておりますが、今回大きな特長

ではないかとしてご意見が挙がったのは、「開隆堂」の扉の次のページになりま

す。やり取りで新しい言語材料を捉えていくというところが大きな特長です。質

問とややずれるかもしれませんが、このやり取りの例を視覚的に、それから音で

も確認をした後に、スピーク アンド ライトで話す練習や、このやり取りの下に

スモールトークがございますが、やり取りのイラストで、言語材料に触れ、視覚

的にも理解した上で次の活動に進めるのが、「開隆堂」の大きな特長だというご

意見が多く出ておりました。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。他、ございますでしょうか。 

 

〇山根教育長 言語活動に取り組む機会を質・量ともに充実させていくという

ことが大きな課題だと思いますが、そのような包括的な観点で両者の特長、違い

的なものがあれば、改めてお願いいたします。 

 

〇英語小委員会委員長 前回の教育委員会会議でも話題にさせていただいてお

りますが、札幌市においては、言語活動、特に「話すこと［やり取り］」が課題

ということで、こちらを念頭に置いて調査研究を進めてまいりました。２点お話



 

させていただきますが、１点目は日常的な話題についてやり取りをする練習に

ついてでございます。日常的な話題についてやり取りの練習を行う、いわゆるス

モールトークというコーナーが「東書」にも、「開隆堂」にも記載はございます。

例えば、「東書」でしたら、巻末のページ、帯活動のところに、スモールトーク

即興で伝え合おうというページがございまして、こちらをめくりますと、各単元

の学習に関連して、スモールトークでやり取りの練習、日常的なやり取りの練習

を取り組むことができるページがまとめて掲載されております。一方、「開隆堂」

では、巻末にまとめてというわけではなく、各ページの一番下の部分にスモール

トークという日常的なやり取りを練習するコーナーが設けられており、さらに

巻末の一番後ろになりますが、スモールトークを練習する上での表現集があり

ます。同じく巻末の資料でスモールトークの流れというものもございまして、苦

手なお子さんや慣れていない段階でこのような流れや表現集を見ながら日常的

なやり取りを練習することがというのが「開隆堂」の大きな特長だと捉えており

ます。 

また、社会的な話題についてのやり取りについても、大きな課題がございます

が、「東書」では、例えば３年生の 52ページになりますが、この単元全体が社会

的な話題についての学習の単元になっております。本文、それからこの下にある

アクティビティにも社会的な話題について段階的にやり取りの練習をすること

ができるコーナーになっておりまして、「東書」の特長と捉えております。一方

で「開隆堂」はスモールトークで日常的な話題についてやり取りを何度も練習を

重ねた上で、３年生 89ページになりますが、アワプロジェクトという単元がご

ざいます。複数単元のまとめの活動において社会的な話題について、やり取りの

練習を行うことができるという構成が特長になっております。以上です。 

 

〇山根教育長 スモールトークの構成は「東書」と「開隆堂」で違いがはっきり

分かれるところだと思いますが、生徒の学びや先生の使い勝手という観点で、小

委員会では何か議論されたと点はあるのでしょうか。 

 

〇英語小委員会委員長 ありがとうございます。小学校でもかなりスモールト

ークを練習した上で、中学校に上がってきているというのが事実ですが、内容が

かなり難しくなるというのが中学校の特長でして、一回練習したぐらいでは話

せるようにはなかなかならないのが現状です。前回できなかったことをもう１

回戻ってやり取りの練習をするということが大事だと、小委員会では意見が出

ておりました。そういった意味では、「東書」のスモールトークについては、先



 

ほどもお話させていただいた通り、巻末に付いているという意味では、何度も戻

って繰り返し練習しやすいかもしれないという意見が出ていたところでござい

ました。以上です。 

 

〇山根教育長 ありがとうございます。他、ございますでしょうか。 

 

〇山根教育長 では、札幌市の中学生にとってどの教科書がより望ましいかと

いうことについてご意見をお願いしたいと思います。質問も適宜可能ですので、

よろしくお願いいたします。 

 

〇中野委員 現在使用している「東書」は、多方面に色々な教材があり、これか

ら英語力が必要なところで、多少量が多くても札幌市の子どもにとって必要だ

ろうということで前回選んだと思います。授業で全部扱うには盛沢山すぎると

いうときには削ればいいのではないかと思っておりまして、ないものを足すこ

とは非常に難しいですが、あるものを削る分には運用していけるのかなと思い

ます。「東書」は１年生で国語の教科書でも掲載されているごんぎつねを英語で

学ぶというところで高校との繋がりもあり、２年生では札幌ラーメンのところ

が紹介されているのが身近と感じています。２年生の 84 ページ「A glass of 

milk」はアメリカの有名な実話だと思いますが、これは英語でセンテンスを勉強

するときには、大人の復習バージョンでも必ず出てくるもので、個人的には非常

に好きなのですが、これが取り上げられているということもありまして、また、

３年生のときに、日本のカルチャーの部分が充実しており、多少ヘビーではあり

ますが、「東書」をそのまま継続するした方がいいのではないかと思っています。 

 

○佐藤委員 今まさに、中野委員おっしゃったところが私も気になっていて、例

えば、1年間で扱うのに「東書」は分量がやや多く、軽重をつけて使っていると

いうことでしたが、具体的にはどのように軽重をつけているのか教えていただ

ければと思います。 

 

○英語小委員会委員長 ありがとうございます。この部分について、各先生で使

い方はそれぞれというのがお答えになるかとは思うのですが、札幌市の課題で

ある「話すこと［やり取り］」の力をつけた上で卒業させたいと思うのであれば、

先ほどご紹介させていただいたスモールトークを重点的に行ったり、違うアク

ティビティのコーナーを少し軽く扱ったりというふうに、先生方によって使い



 

方も違うかと思います。 

 

○佐藤委員 ありがとうございます。現在、４年経って、札幌市の先生方は「東

書」を使いこなされているというふうに考えてよろしいでしょうか。 

 

○英語小委員会委員長 はい。よく研究されて使用していただいていると思い

ますし、先生方は工夫して進めてくださっているのではないかと思っておりま

す。 

 

○佐藤委員 はい、わかりました。ありがとうございます。そのことを踏まえて、

私も「東書」を推させていただきます。もちろん他の教科と同じように得意不得

意っていうのが生徒たちの中にあると思うんですが、得意な人から得意じゃな

い人まで、大きなレンジを担保するのは「東書」ではないかと思います。今伺っ

たように、４年間で使いこなされているということをお聞きしましたので、「東

書」で札幌の子どもたちに勉強していただきたいと私は思います。 

 

○石井委員 私も「東書」が良いと思います。両者を比較したときに、もしかす

ると「開隆堂」の方が文法のところで丁寧に進んでいけるかなと思いましたが、

やはり「東書」も難易度は高いかもしれないんですけれども、「話すこと［やり

取り］」の数や、やり取り以外にも発表する課題が多いっていうのも「東書」の

特長かなと思います。みんなの前で、英語で発表する機会を増やしていただきた

いなと思いました。社会的な話題についても「東書」の方が、ボリュームがある

感じがしたので、「東書」でお願いしたいと思います。 

 

○阿部委員 私は２者で非常に迷いながら、最終的には「開隆堂」の方がよろし

いのではないかという意見を持っております。その理由といたしましては、カリ

キュラムが、プログラムという構成になっていて、先ほどご紹介いただきました

シーンというコーナーからスタートして、登場人物が２人いて、２人の対話から

これからのセクションがどういう方向に向かっていくのかっていうのが、視覚

的に見通しが持てるような作り込みになっております。その後に、これは私の見

立てですが、基本的なことを振り返るシーンがあり、その後に応用でパート１、

２と進んで、そのセクションによっては３、４と続き、最後に先ほどご紹介があ

ったアワープロジェクトというシーンで発表というセクションの始めと終わり

っていうのがすごくわかりやすい構成になっております。「東書」は巻末の方に、



 

即興でスモールトークがあり、その辺の違いはあると思うのですが、プログラム

構成の作り方については、私は「開隆堂」のほうが子どもたちにとってはより分

かりやすいのかなという意見があります。  

ただ、「東書」だから駄目とかそういうことではなく、情報量や先生たちもそ

れぞれに工夫してやってらっしゃるということでしたので、絶対に「開隆堂」じ

ゃなきゃ駄目だという強い意見よりも、どちらになってもいいなと思う中で、特

にこのシーンから始まるアワープロジェクトで終わるストーリー性を評価し、

「開隆堂」の方が良いのではないかという意見です。 

 

○道尻委員 私も２者とも良い教科書だなと思っておりまして、甲乙つけがた

い印象です。どちらかと言えば、阿部委員と同じように「開隆堂」のほうが自分

の好みかなと思いますが、自分のレベルに応じた見やすさ、わかりやすさを元に

判断をしているだけですので、多数の皆さんが推す方を選択していただきたい

と思います。 

 

○山根教育長 ありがとうございます。阿部委員の方からも、「開隆堂」はシー

ンからアワープロジェクトに流れる学習の流れが非常にわかりやすく、特長的

ではないかという話がありました。課題探究的なプロセスというかその辺の流

れについては「東書」の方はどういう特長があるでしょうか。 

 

○英語小委員会委員長 「東書」についても、扉のところに目標が書いてあって、

見通しを持って学習を進めることができるというのは共通でございますし、単

元の最後には、ユニットアクティビティがあり、一番下のチェックという欄で振

り返りを行うというような流れになっております。「東書」も見通しを持って、

そして単元末には振り返るという流れが共通してあると思っております。 

 

○山根教育長 言語活動の部分については、「東書」も「開隆堂」も良いところ、

特長もあるということですが、学びの流れの部分についてはそれぞれ異なる部

分が若干あり、どちらが甲乙ということではなくて、異なるような流れになって

いるということでありました。その辺も含めまして、皆様ご意見ございますでし

ょうか。 

 

○道尻委員 「東書」にまとめていただいてよろしいのではないでしょうか。 

 



 

○山根教育長 よろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 もう 1点だけ。そういった意味では、「開隆堂」は割と教科書の

流れに沿った先生の授業作りになると、「東書」は内容が充実しているというこ

ともあって先生が色々取捨選択しながら授業に軽重をつけていくということが

主に両者の特長という理解でよろしいでしょうか。 

 

○英語小委員会委員 おっしゃる通りでございます。 

 

○山根教育長 ということで、「東書」につきましては皆さんよくできている中

身ではないかというお話がありました。一方、「開隆堂」も優れた点があるとい

うご意見をいただいたところでありますが、色々な議論を総合すると、今回につ

いては「東書」がよろしいのかなと思いますが、皆さんいかがでございましょう

か。 

 

○佐藤委員 阿部委員のおっしゃることも最もだなと、そういう観点から見る

と、やはり「開隆堂」の方が流れは見やすいような気がします。ただ、前回「東

書」の情報量の多さというところから我々が選択をして、４年間先生方が頑張っ

て「東書」を使いこなされてきたという期間があると思います。なのでもう 1期

「東書」で続けてみて、その後また判断するっていうのも良いのではと思うので

すがいかがでしょうか。 

 

○阿部委員 今の佐藤委員の意見に賛成でございます。 

 

○山根教育長 他の委員の皆さん、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 それでは英語については「東書」を選定することということでよ

ろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

○山根教育長 それでは、次は音楽一般と器楽合奏について審議を行いたいと

思います。はじめに音楽一般です。 

音楽一般につきましては、前回の審議におきまして、「教出」「教芸」の２者を



 

選定の候補といたしましたので、この２者から１者を選定いたします。まず初め

に、前回の審議における小委員会委員長の報告や皆様の質疑応答の内容を私な

りに整理していきますと、音楽一般においては鑑賞教材における資料の取り扱

いや指導、音楽におけるコンピュータの活用ということについて各委員からご

質問意見がございました。小委員会委員長からは、課題探究的な学習における、

音楽から聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考えること、の

視点において各教科書の特長や違いが見られるとのことでありました。前回の

こういった審議を踏まえまして、さらに各委員からご質問がございましたらお

願いいたします。 

 

○山根教育長 一点、私から確認なのですが、音楽一般と器楽の出版社は異なっ

ても問題ないということでよろしいでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 絶対に一致していなければいけないということ

ではございませんが、系統性のある指導を行う際には、揃っているのに越したこ

とはないのかなと思っています。 

 

○道尻委員 前回の繰り返しのようになる部分もあって恐縮なのですが、音楽

の鑑賞における課題探究的な学びについてのそれぞれの特長を教えていただけ

ますでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 鑑賞においては、交響曲第５番を例示してお話

させていただきたいと思います。「教出」は２・３上の 43ページ、「教芸」は２・

３上の 42ページから学びのコンパスがございます。両者ともに、課題探究的な

学習を進めるためのコーナーとして、「教出」はアクティブ、「教芸」は学びのコ

ンパスと掲載されております。音楽の鑑賞における課題探究的な学びの充実と

いうところでは、音楽から聴き取ったことと感じ取ったこととを関わらせる過

程が確保されているかどうかというところが、非常に大事になってきます。そう

いった意味では、「教出」のアクティブは自分なりに気づいたことをメモしてい

くような書きぶりがワークシートとして掲載されています。それに対して「教芸」

は下の聴き取ったことと感じとったことが双方向の矢印で示されており、そこ

の関わり、関係性について必ず着目するというような流れが確保されていると

思います。そして、その内容を根拠としながら聴き深めていくことができるのか

というところになっておりまして、「教芸」の場合はその後の吹き出し等の中身



 

を参考にしながら、新たな視点を持っていくことが可能であったり、グループで

意見を共有することでさらに聴き深めるというようなことができる構成となっ

ております。 

 

○阿部委員 北海道と関わりのある内容を取り上げている資料というところで、

「教出」は Kitaraや札幌時計台の写真の掲載があるということなんですが、そ

れに対して「教芸」の方では何かそういった特長のあるところっていうのはあり

ますか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 ずばり札幌という資料は見つけることはできま

せんでした。 

 

○阿部委員 その辺の違いっていうのは、実際に授業を進める上で障害になる

ことはあるのでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 小学校６年生のときに Kitaraファーストコンサ

ートを経験している子どもたちですので、あの Kitaraの写真だねっていうよう

な形での触れ方はできるかと思いますが、授業の中身としては小フーガト短調

の鑑賞の授業になるので、授業の狙いとしてはパイプオルガンの音色とか、構造

がわかればいいので、必ずしも札幌市にあるパイプオルガンでなければならな

いということではないと思っております。 

 

○阿部委員 先ほど「教芸」の方は学びのコンパスで、「教出」の方はアクティ

ブというご説明があって、どちらかというと「教芸」はグループ活動にアプロー

チする作りになっているっていうように思いました。「教出」の方はグループと

いうよりも、どちらかというと個人活動というような違いがあるということな

のでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 「教出」にも、アイコンが示されておりまして、

例えば２・３上の浜辺の歌のアクティブに掲載されている、話し合おうというと

ころでは、音や言葉によるコミュニケーションというような意味合いでの協働

のところが掲載されておりますが、「教芸」はアクティブとして掲載されている

題材の数にだいぶ違いがありまして、学びのコンパスの中では必ずグループ交

流を挟んでいくという学習の流れが取られているかと思っております。 



 

 

○阿部委員 そう考えると、音楽というものに対して、みんなで学び合うこと、

グループ活動の重要性はどの辺の位置づけになるのでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 例えばアンサンブルや合唱、二重唱をするとか

という、そもそもの形態としての協働というものはもちろんありますが、それ以

外に、私はこの音楽を聴いて、音色がこうだったから、こういうふうに感じた、

というようなことを他の子が聴いたときに、私は音色には注目しなかったけれ

ど、確かにそうやって聴いてみたらそんな気もするというような、新たな気づき

があります。音楽を聞いて感じたことや、見つけたこと等を共有し、共感するこ

とが求められているところです。 

 

○阿部委員 わかりました。 

 

○山根教育長 先ほど鑑賞における特長を教えていただきましたけれど、表現

領域における課題探究の学びという観点での特長を教えていただけるでしょう

か。 

 

○教科用図書選定審議会委員 表現領域におきましても、先ほど鑑賞の際に申

し上げましたように、音楽から聴き取ったことや感じ取ったことを関わらせる

というところが不可欠になっております。その内容を根拠としながら、自分はど

のように表現したいのかという思いを持って、表現を高めることができている

かというような学びの進め方が求められるというところです。もし、例としてお

示しするのであれば、先ほど開いていただきましたが、２・３上の浜辺の歌では、

「教出」は浜辺の歌と早春賦という楽曲を比較することで、その特長を洗い出し

ていくという手法がとられておりますが、「教芸」は音楽の特長等を上の段で聴

き取ったこと、下の段で感じ取ったことというふうにして、それを歌詞とはどの

ように結びついているのだろうかということを明らかにした上で、それを生か

してどのように歌っていこうかと考えるプロセスが取られていると思います。 

 

○山根教育長 ありがとうございます。他、ご質問ございますでしょうか。 

 

○山根教育長 それではこれまでの審議を踏まえまして、札幌の中学生にとっ

てどの教科書がより望ましいかということについて、委員からのご意見を頂戴



 

したいと思います。 

 

○佐藤委員 本当に甲乙つけがたいのですけども、私はこれまで「教出」は

Kitara や札幌時計台という札幌ゆかりのものが掲載されているということで選

ばれてきたと思うのですが、今回は「教芸」を推したいなと思います。それは学

びのコンパス等に出てくる登場人物のポップっていうのが、「教出」に比べると

圧倒的に多くて、ポップの絵を子どもたちも恐らく読んでいくことによって、鑑

賞や自分の演奏、発声・歌というものを深めていくこともできるんじゃないかと

考えます。この学びのコンパスにあるポップの豊富さというものに注目して、私

は今回「教芸」を推したいと思います。 

 

○山根教育長 他、いかがでしょうか。 

 

○石井委員 私も非常に両者、悩みました。「教芸」は先ほど佐藤委員からもお

っしゃっていた学びのコンパスが非常に良いなと思ったのですが、学びのコン

パスの内容が、ある程度音楽の知識がないと理解するのが難しいのではないか

なというふうに思っております。例えば、２・３上のオペラと歌舞伎の良さにつ

いて考えようっていう部分は、ある程度オペラと歌舞伎についての知識がない

と、なかなか大人でも相違点や共通点を短い時間で判断するのは難しいのでは

ないかなと思いました。その点「教出」は北海道と関わりのある内容が比べると

多いですし、紙面の使い方が非常に上手いなというふうに思いました。両者とも

結構共通の題材が多いのですが、例えば１年生ですと魔王を比較すると、「教出」

は非常に子どもが興味を持ちやすいなというふうに思いました。「教出」の 48ペ

ージ、絵の上に詩が書いてあって、魔王がどういった曲でどのような話なのかわ

からなくても何となくイメージすることができます。また、２、３年生の教科書

にあるアイーダも両者にありますが、「教出」はオペラという総合芸術の壮大な

舞台というのを写真で大きく載せていて、どういったものなのかというのが非

常に想像しやすいと思いました。教科書の紙面の使い方や北海道の題材が多い

という点で、結構音楽って苦手と得意がはっきり分かれる教科だと思いますが、

苦手な子でも興味を持つことができる紙面作りをしてるっていうのが「教出」な

のかなと思いました。「教芸」も学びのコンパスが非常にいいのですが、多くの

子どもたちが使う教科書としては、私は「教出」が良いのではないかというふう

に思っております。 

 



 

○中野委員 私は「教芸」だと思ったところです。例えば北海道にゆかりのソー

ラン節のところでは、「教出」は１ページの扱いですが、「教芸」は見開き２ペー

ジに渡って書いているので、詳しく出ているということと、オペラも北海道には

ほとんど来ない、歌舞伎も滅多に来ないということで、そこは比較どうこうとい

うことは難しいのかなと思います。「教芸」については北海道にも来るだろうと

思われるミュージカル、２・３上の 52、53ページに代表的な演目について出て

おりまして、この中のいくつかは札幌にも来たことがあることを紹介している

ので、こちらのほうが生徒さんにとっては馴染み深いのかなというところでご

ざいます。音楽の教科書なので、写真はここでなくても地理など他のところで北

海道の特長を扱うことができると思い、僅差でありますけども「教芸」と思って

おります。「教出」がだめということではありませんので、多数意見で「教出」

ということであれば、「教出」でも構いません。 

 

○道尻委員 私もなかなか微妙な判断の２者だと思いますが、どちらかといえ

ば「教出」かなと思っております。曲に込められた思いや意図を感じ取り考え、

鑑賞や表現したりするということですが、なかなか生活と結びついた形で興味

関心を持てていかないと、取り組めないお子さんもいるだろうと思います。そう

いったようなところで長けているのが「教出」かと思います。コンピュータのと

ころも前回質問させていただきましたが、その辺も含めて「教出」の方がいいか

なと思います。教科書の作り自体の問題だと思いますが、見やすさの点について

も、市民意見で「教出」の方が評価されておりますので、どちらかといえば「教

出」というふうに思っています。 

 

○阿部委員 私は「教出」と思っております。「教芸」との比較箇所としては、

ご説明いただいたように、学びのコンパスかアクティブというところだと思い

ますが、石井委員の意見と全く同じで、学びのコンパスは難しいなという印象を

持ってしまいました。確かに音楽を深めるという意味では面白いコーナーで、協

働的作業ということを考えたら、私はこうだったけどそういう意見もあるんだ

っていう意味合いでは非常に作り方としてはいいと思います。ただ、内容がちょ

っと濃いのかなという印象を受けてしまったのと、聴き取ったことと感じたこ

とを２つ書けるようになっていると思いますが、聴き取ったこと、感じ取ったこ

とを書き込むって、その点についてもちょっと難しいという印象を持ちました。

学びのコンパス自体はすごく面白いコーナーだと思いますが、札幌の子どもた

ちにとっては、アクティブの方がわかりやく、まとめやすいし、協働作業になっ



 

たとしても話が進みやすいという印象を受けましたので、そこを比較すると、

「教出」と思いました。以上です。 

 

○山根教育長 はい、ありがとうございます。学びのコンパスの部分についてど

うなのかという議論がありましたか。小委員会ではその辺、何か議論があったで

しょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 小委員会の方は、吹き出しによって思考が促さ

れていくということは話題になりました。聴き取ったことと感じとったことに

関わっては、小学校 1 年生の段階からずっと積み上げてきているものでござい

ますので、聴き取りの深さという点ではレベルが違うのかもしれませが、中学校

に入ったから初めて聴き取ったことと感じ取ったことに関わって考えるという

ことにはなっていないと思っております。 

 

○山根教育長 授業の中で使う上で難しいかなという意見はどうでしたか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 そういった意見はなく、逆にこれによって思考

が促されるというようなご意見が多かったかと思います。 

 

○山根教育長 皆さん「教芸」も「教出」も極めて僅差というご意見だと思うの

ですが、今の学びのコンパスの分も含めて、改めてご意見ございましたらお願い

できますでしょうか。 

 

○山根教育長 佐藤委員と中野委員がどちらも甲乙つけがたいけれど僅差で

「教芸」、「教出」でもというご意見もいただいたところでありますが、皆さんの

ご意見を総合しますと、「教出」が望ましいのではないかという意見が多いので

はないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

○中野委員 強く推して、ここでひっくり返えそうというそういう意図ではあ

りませんので、「教出」でも結構です。 

 

○佐藤委員 芸術系は意見が分かれるところですので、やはりここは数で決め

たらよろしいのではないでしょうか。 

 



 

○山根教育長 それでは、音楽一般につきましては「教出」が札幌の子どもたち

にとってより望ましいのではないかということでよろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 それでは音楽一般につきましては、「教出」を選定することとい

たします。次に器楽合奏です。前回の審議におきまして「教出」「教芸」これも

２者を選定の候補といたしました。この２者から１者を選定いたします。まず初

めに、前回の審議における小委員会委員長の報告、質疑応答の内容を整理してみ

ますと、器楽合奏におきましては、音楽の教科書との繋がりについては、委員か

ら質問がありました。小委員会委員長の報告におきましては、主に基礎的な技能

に関する取り扱いの視点において、各教科書の特長や違いが見られるとのこと

でありました。前回の審議を踏まえまして、さらにご質問がございましたら、お

願いいたします。 

 

○中野委員 札幌市においては、器楽はどこの学校でも箏を使っているという

ところですが、「教出」８ページ、「教芸」10 ページ、内容的には「教出」は技術

的な細かな手の動きがどうこうということで、多少両者の違い、そしてどちらが

今やってる現実に近いのでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 「教出」の方は写真が大きく掲載されており、見

やすいと小委員会でも話題になったところです。同じような写真がこのように

ありますが、例えば爪の使い方で、こちらの写真とこちらの写真を比較すると、

見やすさという意味では特長があるのかなっていうふうなところはございまし

た。 

ただ、「教芸」の方は練習のポイントというものが記載されておりまして、こ

こを確認しながら進めていくことも可能なのかなというところで話題になって

いたところです。 

 

○山根教育長 演奏における表現力を高める課題の設定の工夫とか、その辺に

何か特長があるようであれば教えていただけますか。 

 

○教科用書選定審議会委員 表現力そのものを高めるという意味では、例えば、

同じ「さくら」の演奏が掲載されておりまして、「教出」は横の楽譜と縦譜が掲

載されているというような掲載のされ方である一方で、「教芸」は先ほどの練習



 

のポイントに加えて、演奏のポイントというものが細かく示されておりますの

で、そういった順を追っていくことによってできることが増え、そしてさらにこ

うしていこうという思いを持つ促しになっているかと思います。 

 

○山根教育長 他、ございますでしょうか。 

 

○山根教育長 それではこれまでの審議を踏まえまして、札幌の中学生にとっ

てどの教科書がより望ましいかということについて、ご意見をお願いいたしま

す。 

 

○佐藤委員 恐らく器楽のほうも内容的に大きな違いがなく僅差ということだ

と思っております。そこで冒頭に伺いましたように、可能であれば本体の音楽の

教科書と一致している方が望ましいというご意見でしたので、器楽についても

「教出」でよろしいのではないかというふうに思います。 

 

○石井委員 私も器楽の方も「教出」がいいのではないかなと思っております。

まず札幌市で箏を演奏する機会が多いということで、箏の記述が多いっていう

のもポイントが高いなと思いました。私も趣味で弦楽器を弾くのですが、「教出」

は、箏についての調弦法が「教芸」に比べて丁寧で、そういった点も良いと思い

ました。また、国際性を育む学習の取り扱いに係ると思うのですが、「教出」の

30、31ページ、56ページには楽器の仲間たちとして、色々な国の似た楽器を掲

載されておりますが、そういった楽器の特長を捉えて、共通点だったり楽器の背

景にある文化だったり、伝統について調べる活動が非常に良いと思いました。以

上です。 

 

○阿部委員 私も「教出」と思っておりまして、札幌では箏を全校でやるという

ことですが、特に前回ご説明いただいた爪のところが、「教出」のポイントで、

５本指の全ての表現があるというところが「教芸」とは違う点と説明もありまし

た。丁寧な説明、写真の使い方がとてもわかりやすいという印象を受けましたの

で、そういった意味からも「教出」と思います。 

 

○道尻委員 １つ質問させていただきたいと思いますが、「教芸」の演奏のポイ

ントという記載は小委員会の方では、どういう評価でしたでしょうか。素人的に

はこういう記載があったほうが、子どもたち学習にとってプラスになる、あるい



 

は分かりやすくて表現が深まると思うのですが、必ずしもこれが必要なもので

はないということなのか、その辺の評価や授業への影響についても教えていた

だければと思います。 

 

○教科用図書選定審議会委員 あることによって、自分で読んで、そして確かめ

ていくという過程を経ることはできるかと思いますが、なくても身に付けさせ

たい技能ではありますので、そういった際は教師側からの技能の修得に向けた

指導という形で、教師の口頭による、もしくはデモンストレーション等による例

示によって、気付きを促すといった授業の流れが考えられます。 

 

○道尻委員 分かりました。今のようなことで、必ずしもここが不可欠で重きを

置く部分ではないということでありましたら、他の皆さんと同様、私も「教出」

の教科書を推したいと思います。 

 

○中野委員 私も両者の違いを見つけるのが難しいと思っているところですが、

ただ写真的には「教出」の方が自分練習すると、写真が具体的でやりやすいかな

という印象は確かにございますので、他の委員が「教出」ということであれば私

も「教出」がいいと思います。 

 

○山根教育長 はい、ありがとうございます。器楽合奏につきましては「教出」

が札幌市の子どもにとってより望ましいのではないかと思われますが、いかが

でしょうか。よろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 それでは器楽合奏については、「教出」を選定することといたし

ます。 

それではここで 15 分間休憩といたします。14 時 35 分再開でお願いいたしま

す。 

（休憩） 

 

○山根教育長 それでは審議を再開いたします。次は美術について審議を行い

ます。前回の審議におきまして、「開隆堂」「光村」「日文」の３者を選定の候補

といたしました。この３者から１者を選定いたします。 

はじめに、前回の審議における小委員会委員長の報告や質疑応答の内容を整



 

理してみますと、美術におきましては、別冊資料の取り扱い、そして原寸大の作

品の掲載、日本の美術などについて、各委員からご質問がありました。小委員会

委員長からは、課題探究的な学習における主体的に学習を進めることができる

学習の流れや、資料の取り扱いなどの視点において、各教科書の特長や違いが見

られるとのことでありました。それでは前回の審議を踏まえまして、さらに各委

員からご質問がございましたら、お願いいたします。 

 

○道尻委員 美術に関してはやはり課題探究的な学習として、鑑賞の部分につ

いて各者の特長をもう一度教えていただけますでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 どの者についても子どもたちの鑑賞の深まりに

迫るような題材の扱いが多かったのですが、特に特長があったものとしては、道

の採択参考資料にも、鑑賞のページ数が多いというところを取り上げさせてい

ただいたのですが、「光村」については、鑑賞題材のところで必ず体感ミュージ

アムというものを設定しています。今画面にお示ししているのは２、３年生 66

ページのゲルニカの題材ですが、この体感ミュージアムというページの前に、見

開きで大きな図版や関連する写真などの資料が掲載されています。その続きの

ページが体感ミュージアムということで、その作品についての解説や時代背景

についての資料、その他、その作者の別の作品などが掲載されていて、非常に資

料が充実しているというところが特長でした。 

 

○道尻委員 ありがとうございます。鑑賞のところから更に繋がっていく、発展

していくところだと思いますが、子どもたちが自分の感性や創造力を働かせて、

造形的な視点で取り組んでいくというところでは、何か各者の特長はございま

すか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 今紹介したのは独立した鑑賞題材についての説

明だったのですが、ほとんどの表現題材の導入段階で、鑑賞の活動が位置付けら

れておりまして、例えば「開隆堂」の２・３年生 10ページの風景画の題材にも

あります。このような構成に各者力を入れており、資料が充実してところです。

また、鑑賞にふさわしい特徴的な作品を載せて、鑑賞するときの視点もしっかり

と示されているのが特長かと思います。「開隆堂」でいきますと、左上に鑑賞と

いうマークがありまして、どのように物を見たらよいか、どこを見て鑑賞したら

よいか、という指示がしっかり書かれております。それからその右にキャラクタ



 

ーの吹き出しで、さらに鑑賞するときの視点が書かれているのがわかるかと思

います。これは「光村」も同じような作りになっていまして、２・３年生 54ペ

ージの自画像のページでは、左上に「鑑賞」というオレンジ色の欄がありまして、

同じように「表現の工夫を感じ取ろう」と指示が書かれており、そして右の方に

は「ポイント」ということで、見るときのもう少し具体的な視点が補足説明的に

書かれています。 

「日文」も同じような構成になっていまして、例えば 1年生の 16ページの風

景画ですが、左上に「鑑賞の入口」と小見出しがありまして、気になったことを

どのように表現しているかという見方が書いてあり、そして作者の言葉や、右の

方にいきますと、「造形的な視点」ということで吹き出しの中にもう少し具体的

な着目点が書かれおります。これはどこの者がというよりは、どの者も同じよう

な工夫がなされていたかと思います。 

 

○阿部委員 「光村」の中に、「みんなの工夫」というコーナーがあって、生徒

さんたちの作品を掲載しているというようなページが所々ありますが、他の者

にも同じようなページはあるのでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 この「みんなの工夫」というコーナーは「光村」

の非常に大きな特長でして、このようにコーナーとしてまとめて掲載されてい

るものは他にはなかったかと思います。他の者でいくと、「開隆堂」や「日文」

も、色々な生徒作品が載っている中で、少し吹き出しなどで作者の思いが書かれ

ています。作者の言葉というのはどの者にも載っていますので、そこで色々な工

夫を知ることができるというような構成になっております。 

 

○山根教育長 今の阿部委員の質問に関連してですが、「みんなの工夫」という、

同じ中学生がこういう工夫をしましたみたいなものの教育的効果というか、授

業においてはどのような受け止めなのでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 やはりなかなか発想が膨らまないと、自由に作

ってごらんと言ったときに、何も言わなくてもどんどん進む子どもたちと、ちょ

っと苦手があってなかなか考えが先に進んでいかない子どもたちがおります。

そのときに、他の人のアイデアも借りながら、自分の考えをまとめていきたい場

合には、「みんなの工夫」というコーナーは非常に役立つのではないかと小委員

会でも話題になりました。資料を使わないとなると、実際の授業では、教師が個



 

別に声掛けをしたり、席の近い子にこういうときにどうするのか聞いてみるよ

う促したりと、今までもやってきておりますが、自分のタイミングで見たいとき

に見て参考にできるというのはいいところかと思います。 

 

○山根教育長 他にご質問いかがでしょうか。 

 

○石井委員 １点質問させていただきます。「光村」の別冊資料の 20 ページに

撮影禁止の場所や他の人の顔を無断で撮ることは、という著作権的な注意書き

があります。今回中学校の美術の教科書は、映像や写真を撮るという題材もあり

ますが、著作権やそういったものを取り扱っている教科書としては「光村」が特

長的なのでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 著作権の取り扱いについては美術でも非常に大

事にしておりまして、各者ともに掲載があります。「開隆堂」は１年生の巻末 57

ページの右側に、著作権を知ろうということで、１ページ使って分かりやすく掲

載されております。他の２者につきましては、先ほどの「光村」同様に、映像表

現に関わるところの資料ページに注意書きがあります。今、スクリーンに映して

おりますが、「日文」でいくと、２・３年下の 53ページの右上にございます。 

 

○山根教育長 他、ございますでしょうか。それでは、これまでの審議を踏まえ

まして、札幌の子どもたちにとってこの教科書がより望ましいかということに

ついて各委員からご意見を頂戴したいと思います。 

 

○中野委員 私は３者を比べまして、かなり僅差だと思っております。前回は

「日文」が教科書のサイズが大きくて他のところが小さかったのですけれど、今

回は大きさも揃ってきて大判の見開きのページも増えてきて、かなり見やすさ

も内容も接近してきたというふうに思っておりますが、見比べますとやはり私

今回も「日文」を選ぶべきだと思いました。理由としては、見開きの大きな図な

のですが、どの者もそう大きく変わらず、どこの作品に注目するかということで

違っているということなんですね。それで、要は原寸大の写真を載せているかと

いうことで、色々と映像資料が画像で添付されてますので、細かなものは自分で

取り込んでみれば拡大はできます。従って実際の大きさがどのくらいなのかっ

ていうイメージが湧くためには、この紙媒体に原寸大のものがあるということ

が非常に便利かなと思いました。原寸大の写真というのが、「日文」では４つ。



 

火焔型土器、神奈川沖浪裏、誕生、グランドジャット。「光村」が３つ。火焔型

土器と鳥獣戯画と富嶽三十六景。「開隆堂」が５つ、モナリザとか色々あるので

すが、原寸大のところが結構インパクトがあって、結構使いやすいのかなという

ところがありました。ただ各者とも、各者個性が出ていて、どれが一番いいのか

っていうのが明確な差はないと思うんです。ただ私はゲルニカにおいて、戦争の

悲惨さを示しているのは各者も同じですが、「日文」は２・３年生下 51 ページ

に、ゲルニカを引き継いで「あつぎキッズゲルニカ」といって、日本の子どもた

ちがゲルニカと同じような大きさのキャンパスに、反省の意義を込めて書いた

という作品が載っております。そこが、ゲルニカとの繋がりが示されている、且

つ、日本の子どもたちの作品が載るという意味では、「社会とのつながり」とい

った意味で良いのではないかと思います。その上の東日本大震災の「雪に包まれ

る被災地」のところにも、社会と関わる美術について掲載されてるということで、

ここが良いかなと思いました。 

２・３年生下 24ページ、誕生という大判の絵ですが、左側に原図があって右

側に拡大の原寸大というものが載っていますが、右側の原寸大が一体左のどこ

に載っているのか、わからず、気づくまでに時間が相当かかりました。やっぱり

原寸大のほうが非常にわかりやすいということで、この辺の捉え方が上手いな

と思いました。また、教科書の発色が、「日文」のほうが明確であるというとこ

ろが目立ちまして、今回もやはり僅差ではありますが、美術の教科書としては

「日文」が良いのかなというのが印象です。僅差で「日文」を継続するというの

が私の意見です。 

 

○山根教育長 はい、ありがとうございました。他いかがでしょうか。はい。 

 

○阿部委員 私は「光村」というふうに思ってます。まず鑑賞のページ数が先ほ

どご説明にありましたように３者の中で一番多いというところと、課題探究的

な学習の活動の取り扱いについては、まずストーリー性があって鑑賞、表現、次

にみんなの工夫というような流れになっております。みんなの工夫があること

で発想や構想段階が自分なりに思い浮かぶというところの後押しをこのコーナ

ーではしてくれているのかなという印象があります。美術はもちろん作品とし

てどういう見せ方をしてるかというのは特長の１つにはなると思いますが、子

どもたちが自分の作品を作るときにサポート体制があるかどうかという意味で

は、非常にここのコーナーが役立つんじゃないかと思ったところです。それから

資料の取り扱いのところで、別冊の資料があることで今まで先生たちが用意し



 

ていた題材がもしかしたら必要なく、スムーズな学習活動に入れるんじゃない

かというお話が前回ありましたので、そういった意味でも資料の取り扱いにつ

いて「光村」が他のところよりは長けているのではないかと思っております。ま

た、２・３年生の教科書の和紙のコーナーも「光村」の特長だということでした

ので、総合的に判断すると私は「光村」がいいんじゃないかなというふうに思い

ます。以上です。 

 

○石井委員 私も「光村」が良いと考えております。先ほど阿部委員からも意見

があったように、課題研究的な学習の取り扱いという点でも、鑑賞、表現、また

鑑賞といった学習の流れが非常にわかりやすいと思います。美術も好き嫌いが

はっきりわかれる教科だと思いますが、みんなの工夫というページでちょっと

作品の構想がわかないという子どもにとっても、非常に助けになるのではない

かと思いました。あとは、他者との関わりがあるのも「光村」の教科書の特長か

と思います。また、市民意見にもありましたが、資料の取り扱いのところで、や

はり２・３年生の和紙のような特集ページは非常に良い特長だと思っておりま

す。ただ作品を載せるのではなくて、日本の美術について四季や動物といった鑑

賞のポイントを示していますし、鳥獣戯画についてちょうど今札幌でも美術館

で展示がありますが、カエルと転んでいるウサギとそれをはやし立てる他の動

物っていう載せ方のところ、「光村」は原寸大の載せ方が上手だなというふうに

思いました。国際性を育む学習の取り扱いという部分でも、「光村」は２・３年

生の教科書 98ページのところに美術史年表というものがありまして、こちらは

社会科との繋がりや、いろんなところに国語科との繋がりを感じられるような

部分もあるので、そういったいろんな面で「光村」の教科書が適しているのでは

ないかなというふうに考えております。以上です。 

 

○道尻委員 私も「光村」が良いのではないかなと思います。他の皆さんのご意

見に加えて、生活の中で美術文化に関して資質や能力を高めていくということ

についても、「光村」が分かりやすくて身近な素材や題材を取り上げていると思

います。あと別冊資料ですね。これは市民意見でも評価されていますが、これが

使いやすいという側面があるのではないかと思います。 

 

○佐藤委員 一般的な話になるかもしれませんが、文学作品を読むことや音楽、

美術作品の鑑賞がなぜ学校の授業になるのかという観点から考えると、やはり

小説を読んで単に感動した、あるいはいい音楽だと思った、あるいはいい作品だ



 

と思ったっていうのを自分で感じ取る分には、それで放っておいていいのであ

れば、それは学校の授業ではないと思います。学校の授業になるためには、鑑賞

の手がかりというものが授業の中で示されて、最初自分のその知識がまだ十分

じゃなくて感じ取れなかったことが、改めて浮き彫りになり、自分が気づかなか

ったところに気づかされるっていうのが鑑賞教育の授業であることの醍醐味だ

と思っております。そういう観点からすると、美術の学びやどうやって鑑賞した

らいいのかというのを比較的多く指し示してくれているのは「光村」かと思いま

す。これもさっきの音楽と同じですが、吹き出しが「光村」はすごく多くて、こ

の絵について、どの点に注目して鑑賞したらいいのかということを示してくれ

ている点で、私も「光村」を推したいと思います。 

 

○山根教育長 はい、ありがとうございます。鑑賞面では色々ご意見も分かれた

ところでありますが、「光村」については表現創作という観点で優れているとい

うご意見もあったかと思います。その点、中野委員いかがでしょうか。 

 

○中野委員 日常的なことに非常に力点を置いて示しているということが「光

村」の特長かなと思います。 

ただ、鑑賞のところの数が多いっていうのは、主に和紙のところの作品が多い

のですが、和紙を使うことのメリットは原寸の絵をいかに正確に表現できるの

かということで、和紙にした方がよりよく表現できるというのであれば和紙に

する必要があると思います。 

触って鑑賞するものじゃありませんので、和紙にしたもので、見え方がどう変

わるのかっていう観点で見ると、「日文」も「開隆堂」も似たような作品を扱っ

ているのですが、和紙を使わない写真と見比べると、少し違います。 

浮世絵について、発色は結構違うと思いますが、浮世絵以外については見比べ

てもそれほど差がないので、色々なものをいかに掲示しているかという観点で

見ると、和紙のところにいっぱい作品が載っているという面では「光村」が評価

できると思います。「開隆堂」も重複している部分もあるので、和紙のメリット

はそれほど感じられなかったところですが、共通作品以外のものが多少多いと

いうことが、「光村」の利点かなというふうには思いました。ただ、和紙以外の

ところの発色とかを見ますと、やはり「日文」のほうが少し秀でているという作

品の載せ方がありましたので、「日文」のほうがまだ優れているのかなという印

象ではありますが、皆さんが「光村」がいいと言うのであれば敢えて反論はしま

せん。 



 

 

○山根教育長 鑑賞面の部分はやはり皆さん色々お考え、視点があるのかなと

思います。表現の部分で、何か中野委員、「日文」「光村」についてご意見はござ

いますでしょうか。 

 

○中野委員 私は、「日文」の発色が優れている部分が結構あると思っておりま

して、１年生の 14、15ページが結構特長を掴んでおります。あと、44、45ペー

ジの五輪のところで、フランスの今トピックスの写真の発色とかが結構印象的

なところが何カ所かあります。３者とも似たような写真の撮り方がございます

が、所々で「日文」が上回っているなというところはあると思います。ただ総じ

て、他も同じくらいの発色がございますので、決定的に違うというわけではない

というふうに思います。 

 

○山根教育長 ありがとうございます。多数決ということではございませんが、

総合的に判断いたしますと札幌市の子どもたちにとって今回は「光村」というこ

とでいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 それでは美術については「光村」を選定することといたします。

続きまして技術家庭について審議を行うます。はじめに技術分野であります。 

 

○山根教育長 技術分野です。前回の審議におきまして、「東書」「教図」「開隆

堂」の３者を選定の候補といたしました。この３者から１者を選定いたします。 

はじめに、前回の審議におきます小委員会委員長の報告および質疑応答の内

容を整理してみますと、技術分野においては別冊資料の取り扱い、製作物の事例

の取り扱いなどについて各委員からご質問がございました。小委員会委員長か

らは、課題探究的な学習における課題設定や、情報の技術に関する取り扱いなど

の視点において、各教科書の特長や違いが見られるとのことでありました。では、

前回の審議を踏まえまして、さらに委員からご質問がございましたらお願いい

たします。 

 

○道尻委員 技術に関する課題探究的な学習で、問題を見いだして課題を設定

して考えていくところの各者の特長について、今一度ご説明いただけますでし

ょうか。 



 

 

○教科用図書選定審議会委員 課題探究的な学習の取り扱いについて、各者ど

の教科書も扱っているところでありますが、違いといたしましては前回もお伝

えした通り、「東書」であれば、実習の中に、ものづくりの作業工程だけではな

く、課題探究という流れ、例えば問題の発見や課題の解決にむけた構想、最終的

に評価・改善というふうに示させておりますので、「東書」は実習の中にもこう

いったものが示されているという特長があります。併せて同じく、「開隆堂」の

教科書ですが、こちらも「東書」と同じように、ものづくりの過程を中心とせず、

課題探究的なところを中心とした問題の発見から製作（制作）、構想、評価・改

善まで示しておりますので、課題探究的な扱いというところではこの２者に特

長が見られます。以上です。 

 

○山根教育長 他いかがでしょうか。 

 

○山根教育長 SNS トラブルについて特長的な部分があれば教えていただけま

すか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 各者情報モラルについては３者とも扱っている

ところではありますが、具体的に SNSのトラブルというと「開隆堂」234ページ

で扱っています。学習課題のところで、SNSを利用する際にどのようなことに注

意する必要があるかという題材がありまして、回答事例として 235 ページに、

個人情報の扱いや、人権、プライバシーの保護等が提示されております。特に「開

隆堂」については、SNSトラブルの中でも自分の個人情報を出してしまうという

被害的な側面もありますが、誤って写真を投稿してしまうなどの加害者として

の視点も、両方記載されているのが特長となっております。以上です。 

 

○山根教育長 ありがとうございます。他いかがでしょうか。 

 

○山根教育長 それでは、これまでの審議を踏まえまして、札幌の子どもたちに

どの教科書がより望ましいかという部分についてご意見をお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

○中野委員 プログラミングの授業があると思うのですが、教科書を見ていて

も多分プログラムを組めないと思うんですけど、実際、授業をするときには教科



 

書をどう使っているのでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 使う教材にもよるのですが、教科書に多く載っ

ているのはスクラッチなどのブロック言語が載っていると思います。基本的な

操作については教師の方から教えたりするのですが、アイディア、ヒントとして

は教科書の例示を見ながらやっているケースは多くあると聞いております。 

 

○中野委員 あくまでも参考であるから、詳しく書いてあるからといってそれ

をそのまま使えるわけではないというレベルでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 その通りです。課題探究的な実習がメインにな

りますので、教科書の通りにやってしまうとそれは課題探究になりません。あく

までも参考として、各者色々と工夫されておりまして色んな事例が載っており

ますので、いわゆる要素を組み合わせることによって、自らの課題に迫っていく

ということが実際にやっているところだと思います。 

 

○中野委員 では、どの教科書になっても実害はなく、授業をするうえでは変わ

りはないということでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 どの教科書も検定を通っておりますし、そうい

ったところではそういう漏れはないと思いますので、大丈夫だと思います。 

 

○中野委員 ありがとうございます。 

 

〇山根教育長 他、いかがでしょうか。 

 

○佐藤委員 私は「開隆堂」を推したいと思います。理由としては、３者の中で

最も落ち着いた構成で見開きのまとまりがいいというふうに感じたからです。

それから問題解決の流れが全ての実習例に付されているという点も、優れてい

るというふうに思います。 

 

○石井委員 「開隆堂」と「東書」で非常に悩んで、どちらもいいなというふう

に思っていたのですが、「開隆堂」の 75 ページに、SDGs に自分がどう関わって

きたかを考える活動が載っていて、これは「東書」にはない部分かなと思いまし



 

て、私も佐藤委員同様、「開隆堂」が良いと思っております。以上です。 

 

○道尻委員 私も先の２人と同じように、「開隆堂」がいいと思います。話と重

なる部分がありますが、SDGs との絡みで振り返るページが設けられているとい

うところが１つ、目標設定としてわかりやすいということと、美術でも話題にな

りましたが、知的財産の問題というところも、現代の社会では中学生のうちから

不可欠ものになっているので、それについても学ぶことができる内容になって

いると思います。 

 

○阿部委員 私も「開隆堂」と思っております。課題探究的な学習の取り扱いと

いうところで、前回も題材としてマルチラックの作り方というところの説明が

あったのですが、なぜこのマルチラックが必要なのかという問題の発見の仕方

というところから、最終的には作って終わりじゃなくて、作ったものに対しての

評価と、もし改善点があるとしたらどういったところなんだろうかと、社会でも

非常に重要なストーリーだと思います。そこがどのセクションでも丁寧に説明

がされているというところが、他の教科書会社よりも少し進んでるのかと思い

ます。もう１点としましては、全体的に情報がものすごく詳しく掲載されている

というところがあるので、資料の情報の取り扱いという意味でも、非常に長けて

いるのではないかと思います。以上です。 

 

○中野委員 私は３者ともあまり差がはっきりわかりませんでしたが、「開隆堂」

は情報モラルや知的財産のところが少し詳しく書いているところが特長かなと

思いました。他の４人の委員が「開隆堂」ということであれば、それで結構です。 

 

○山根教育長 はい、ありがとうございます。総合的に判断しますと、技術分野

につきましては、「開隆堂」が札幌の場合より望ましいのではないかと思われま

すがいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 それでは、技術分野については「開隆堂」を選定することといた

します。 

次に家庭分野です。前回の審議におきまして「東書」「教図」「開隆堂」の３者

を選定の候補といたしました。この３者から１者を選定いたします。 

 前回の審議を私なりに整理してみますと、家庭においては、子育てを支える仕



 

組みに係る取り扱いや、幼児との触れ合いに関する取り扱いについて、各委員か

らご意見ありました。小委員会委員長からは、課題探究的な学習の取り扱いにお

ける課題の設定や、家庭や地域社会との協力・協働に関する取り扱いなどの視点

において、各教科書の特長や違いが見られるとのことでありました。これら前回

の審議を踏まえまして、さらに各委員からご質問等がございましたら、よろしく

お願いいたします。 

 

○阿部委員 課題探究的な学習の取り扱いについて、３者の特長を改めて教え

ていただければと思います。 

 

○教科用図書選定審議会委員 課題探究的な学習の取扱いについて、まず「東書」

の 130、131ページをご覧ください。「東書」「教図」の共通点について御説明い

たします。「東書」は、学習課題がどの内容にも位置づけられているということ、

同じく「教図」も 166ページのように、1時間の中で学ぶ内容が提示されている

ことが共通しております。一方、「開隆堂」は 190ページをご覧ください。課題

に関する記載はないのですが、黄色の四角の部分から、まず自分の経験を振り返

ることから学習がスタートする内容になっております。振り返る中で、子どもが

日常生活と結び付けながら、1人 1人自分事の課題を設定していくことが可能な

構成となっているところが特長です。 

 

○山根教育長 他、いかがでしょうか。 

 

○山根教育長 それでは、どの教科書が望ましいかというご意見も含めて、お願

いしたいと思います。 

 

○道尻委員 「開隆堂」がいいのではないかと思います。今ご説明ありました通

り、課題探究的な学習の観点で言いますと、日常生活における自分事の課題を見

つける構成が取られているということ、それを基に話し合ってみるという活動

を促すつくりりになっているという点が評価できると思います。あともう一つ、

前回も話題になりましたが、子どもを育てる社会において、どのような支援がな

されているかが取り上げられているという特長があります。今の社会の中で、

色々な立場の人、境遇の方がいらっしゃるという理解にも繋がると思いますし、

色々な困りごとを抱え込まないで社会の中で解決方法を見つけていくというこ

とにも繋がっていくと思いますので、「開隆堂」の教科書がその点で上回ってる



 

のではないかと思います。 

 

○中野委員 私も「開隆堂」が優れていると思います。先ほどの技術ではあまり

差がなかったと思いましたが、家庭については「開隆堂」のほうが良いという気

がしました。個人的には、調理例、調理方法の Q&Aのところが非常に具体的で、

示唆に富んでいて、料理をしたことがない人間にとっては、この Q&A が大変あ

りがたいです。あと札幌のヤングケアラーのことなど、そのような内容について

もきちんと書いていると思います。また、274 ページには消費者行動の問題とし

て、アメリカに安く売ったテレビをみんな買わなくて、メーカーに値段を撤回さ

せているというような事例も載っておりまして、消費者行動がメーカーを変え

ることができるということを事例として挙げているところも評価できると思う

ので、「開隆堂」を選ばせていただきます。 

 

○石井委員 私も「開隆堂」がいいなと考えております。他の委員からもありま

したように、家庭や地域社会との協力・協働に関する取り扱いの部分で、多様な

他者について考えるところが非常に充実していると思いました。ジェンダーや

ウェルビーイング、ヤングケアラーのような部分を考えることができるところ

に非常に好感を持っております。「開隆堂」は各章の冒頭に、自分の興味関心を

大切にという言葉がありまして、ここは本当に 1 人 1 人の子どもたちの関心を

引き出すのに役立つのではないかと思っております。ここも未来志向ですごく

いいなと思っています。また、先ほど中野委員からの調理実習の部分のお話があ

りましたが、私も非常にここの Q&Aが良いと思いました。例えば、128ページの

豚の生姜焼きを作るところですが、そこの Q&A は生姜を入れるとどうなるのか

という、タンパク質の分解酵素について触れていて、料理は非常に身近な科学実

験であるというところをすごく実感できると思っております。あとは観点とは

ずれてしまうかもしれませんが、104ページの食べ物は体の中でどうなるのかと

いう部分は、理科とも繋がるのではないかと思っています。札幌市の青少年科学

館のボディーアドベンチャーにも繋がるのではないかなと思って、楽しく読ま

せていただきました。総合的に見て、「開隆堂」が良いのではないかに思います。

以上です。 

 

○阿部委員 私も皆さんと同じで「開隆堂」というふうに思っています。まず課

題探究的な学習の取り扱いというところで、先ほど３者の比較をしていただき

ましたが、自分の経験を振り返ること、課題感を自ら発見していくことはすごく



 

大事な要素になると思います。生活の中で自分の課題は何だろうと考えるシー

ンは多いわけではないと思いますが、身近なものから題材として取り上げてい

るところに共感しました。それと家庭や地域社会との協力・協働というところで、

今札幌市においてはヤングケアラーについて課題感を持って取り扱っていると

ころだと思いますが、今回ヤングケアラーについて扱っているのは、「開隆堂」

のみというお話でしたし、２ページに渡ってヤングケアラーの説明をしており、

現在社会のトレンドを扱っているところを評価しております。それと各ページ

に「参考」というコーナーがあって、コラム的な部分だと思いますが、補食のこ

とや生活習慣病のことなど、ちょっとした生活のヒントが所々に掲載されてい

て、じっくり読むと大変かもしれませんが、各ページにあるところがポイントで、

非常にいいなというふうに思いました。以上です。 

 

○佐藤委員 私も「開隆堂」で、皆さんと同じです。敢えて付け加えるとすれば、

技術でも家庭でも「開隆堂」は冒頭のガイダンスがいいと思います。他の者もも

ちろんついているのですが、「開隆堂」のガイダンスはとてもいい方向づけにな

るのではないかと思いました。以上です。 

 

○山根教育長 はい。ありがとうございます。では家庭分野につきましては、「開

隆堂」が札幌市の子どもたちにとってより望ましいのではないかと思われます

が、よろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 ありがとうございます。それでは家庭分野については「開隆堂」

を選定することといたします。 

続きまして社会について審議を行います。最初に地理であります。前回の審議

におきまして「東書」「教出」「帝国」の３者を選定の候補といたしました。この

３者から１者を選定いたします。 

はじめに前回の審議を整理してみますと、地理におきましては北海道地方に

関する取り扱いや写真資料の取り扱い、これらについて各委員からご意見があ

りました。小委員会委員長の報告におきましては、課題探究的な学習における取

り扱いや札幌らしさを学ぶ学習の推進の取り扱い、これらの観点において、各教

科書の特長や違いが見られるとのことでありました。 

それでは前回の審議を踏まえましてさらに各委員からご質問がございましたら

お願いしたいと思います。 



 

 

○山根教育長 よろしいでしょうか。ではどの教科書が望ましいかということ

について委員からご意見を伺いたいと思います。改めまして質問があれば併せ

てお願いいたします。 

 

○道尻委員 「帝国」がいいのではないかと思います。課題探究的な学習との絡

みで言いますと、問いが適切な形で示されていて、学習の見通しをもって各項目

に入っていけるということ、そして表現活動あるいは話合いといったような学

習に繋げていくという流れがよく組まれております。それから、内容的に言いま

すと、野生動物との共生の問題や北海道に関する記述、写真資料などが豊富にあ

りまして、札幌らしさを深く学んでいくことができるかと考えたときに、単なる

紹介にとどまらず、札幌市あるいは北海道といった北国の生活について、雪を資

源として活用するなどそういったことが学べるという意味では、札幌市の子ど

もにふさわしいと思います。市民意見の中では、地図の色が綺麗、地図帳の繋が

りがよいといったような評価もされているところでありまして、総合力として

「帝国」が秀でているのではないかと感じました。以上です。 

 

○阿部委員 私も同じく「帝国」がよいと思っております。まず、課題探究的な

学習の取り扱いというところで、巻頭ページに思考ツールがありまして、どうい

うふうな考え方で考えを整理していったらいいかについて四つの思考ツールの

紹介があり、実際に子どもが考えるときにはこれを活用して各ページでこんな

ふうに考えたらいいよという、導入部分がしっかりしております。また、「アク

ティブ地理」というところでは、課題解決に向けた取組の考え方というところで、

子どもが考えを深めるような取り扱い方になっています。それから、「写真で眺

める」というコーナーの写真の取り扱いがすごくダイナミックで、臨場感のある

写真の扱い方をしていただいてるというようなところが評価の対象になりまし

た。以上です。 

 

○石井委員 私も「帝国」が良いと考えております。２人の委員と同意見になる

のですが、課題探究という部分で、「写真で眺める」であったり、あとは「技能

を磨く」のところに、「アクティブ地理」でもそうですが、地図帳活用などいろ

いろな資料を使いながら学習することが可能である教科書が「帝国」だなという

ふうに感じました。そういった点で、資料をいろいろと使いながら、子どもの学

習意欲を高める工夫がなされているなというふうに感じております。また、北海



 

道や札幌についてという部分でも、北海道の地域的特色をしっかり掴んでいる

と思いました。例えば、雪の活用方法や 277 ページではクマのことにも触れて

いて、そういった野生動物の共生などについても子どもたちが考えることが可

能なのではないかと考えております。以上です。 

 

○中野委員 私もこの３者の中では「帝国」が一つ抜けているのではないかとい

う印象がございます。各場所の地域的特徴を見事に捉えた写真の選択がまた素

晴らしくて、見るとかなりその特徴がわかります。例えば、この関東地方の日本

最大級のショッピングセンター、これは北海道にもございますが、３倍の大きさ

があります。見た瞬間に、いかに関東地方の人口が多いかということが一瞬にし

て伝わるような、よく特徴を掴んでいるということがございますので、全般的に

記述と写真、映像資料の総合的な組み合わせという点は、大変優れているのでは

ないかと思いますので、私は「帝国」を推したいと思います。 

 

○佐藤委員 私は各章・節のまとめの部分に注目して各者を比較していたので

ですが、そういう意味では「東書」「帝国」が拮抗しているなと思います。特に

「東書」は、探究課題の解決プロセスというものが、流れとしてとても良いなと

思っておりました。ただ、「帝国」も学習を振り返ろうの設問がしっかりあって、

そこで課題解決の流れが示されているようですので、皆さん「帝国」ということ

であれば、私も「帝国」で異存はありません。 

 

○山根教育長 はい、ありがとうございます。総合的に判断しますと地理につき

ましては、札幌の場合「帝国」がより望ましいのではないかと思われますが、い

かがでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 はい、それでは地理については「帝国」を選定することといたし

ます。 

次に歴史です。前回の審議におきまして、歴史においては「東書」「帝国」の

２者を選択の候補といたしました。この２者から１者を選定いたします。 

はじめに前回の審議を私なりに整理してみますと、歴史においては、授業の導

入の活動やまとめの取り扱い、歴史年表の取り扱い、思考ツールの取り扱いにつ

いて各委員からご意見がございました。小委員会委員長の報告におきましては、

課題探究的な学習における導入やまとめの部分の設定、および北海道の歴史の



 

取り扱いの視点において、各教科書の特長や違いが見られるとのことでありま

した。前回の審議を踏まえまして、さらに質問がございましたらお願いいたしま

す。 

 

○山根教育長 それでは、どの教科書がより望ましいかということについて各

委員からのご意見をお願いしたいと思います。 

 

○佐藤委員 やはり「東書」を見ますと、導入の活動とまとめの活動の対応がし

っかりしていて、とても良いと思うのですが、「帝国」はタイムトラベルという

非常に大きな特長があって、そこで学習者の興味関心というものを非常に高め

ることができ、良い導入になっていると思います。また、「帝国」にも「学習を

振り返ろう」というまとめがありますので、タイムトラベルと振り返ろうの対応

がついていれば、「東書」を上回ってるのではないかと思います。ここの活用が

良い影響を及ぼしているという話を前回伺いましたので、歴史についても「帝国」

を推したいと思います。 

 

○道尻委員 私も「帝国」が良いと思います。今、佐藤委員がおっしゃったこと

に加えると、北海道の独自の歴史の流れというのがわかりやすく示されている

という点で、これは市民意見でもいくつかそういった意見が示されています。ま

た、以前からも話題になってますが、巻末の年表というところでも北海道独自の

まとめがされていること、あとは写真やイラストが大きくて、課題を考え、学習

する活動にも使いやすいという意見も出ておりまして、そういったあたりを考

えますと、総合的に「帝国」がいいのではいかということでございます。 

 

○石井委員 私も課題探究と北海道の歴史の取扱いという点で、「帝国」が良い

のではないかと考えております。先ほど、佐藤委員からもお話がありましたとお

り、タイムトラベルが非常に生徒の気持ちを掴みやすいのではないかなという

ふうに思っております。また、「アクティブ歴史」と「技能を磨く」というとこ

ろも、歴史について非常に学びを深めてくれることができる部分ではないかな

と思っております。先ほど道尻委員からお話がありましたように、北海道の歴史

の取り扱いで、巻末の年表が北海道の時代区分のものもあるのが「帝国」かなと

思いまして、やはり北海道に住んでいる私達にとっては、こういった年表がある

というのは非常に良いのではないかと思います。以上です。 

 



 

○中野委員 私も「帝国」ではないかと思います。北海道、沖縄もそうですが、

今まであまり記載がなかったところについても詳しく書いており、年表にもそ

れが反映されているということと、「アクティブ歴史」というところで深くいろ

いろと突っ込んだ項目もありまして、非常に深く歴史を学ぶことができるとい

うことから、「帝国」が良いと思います。 

 

○阿部委員 私も皆さんと同じ「帝国」がいいと思ってます。先ほど、地理のと

ころでもお話ししましたが、巻頭ページに考え方を整理する方法ということで、

思考ツールの活用法というのが冒頭で示されております。考え方の整理が身に

つくとまではいかないかもしれませんが、こういう考え方があると最初に分か

ることがすごく重要なポイントになっているかと思います。他の委員の皆さん

からもご案内があったように、タイムトラベルのところは、最終的に「見方・考

え方」を働かせながら他者との協働作業で対話に進むというところが一つの特

長になっているなというふうに感じました。以上です。 

 

○山根教育長 はい、ありがとうございます。これまでのご意見から、歴史につ

きましては「帝国」が札幌市の子どもたちにとってより望ましいということでよ

ろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 ありがとうございます。それでは歴史については「帝国」を選定

することといたします。 

続きまして公民です。前回の審議におきまして、「東書」「帝国」の２者を選定の

候補といたしました。この２者から１者を選定いたします。 

はじめに、前回審議の内容を整理してみますと、公民においては選挙権や金融

などの仕組みに係る取り扱い、学習内容を自分のこととして考える工夫や協働

的な学びに繋げる工夫、これらについて各委員からご意見を賜りました。小委員

会委員長の報告においては、課題探究的な学習の取り扱いや人間尊重の意識を

醸成する学習の取り扱い、これらの観点において各教科書の特長や違いが見ら

れるとのことでありました。前回の審議を踏まえまして、さらにご質問がござい

ましたらお願いいたします。 

 

○山根教育長 それでは、まず私の方からになりますが、これまでの議論でも話

題になりました協働的に学ぶあるいは対話といった活動について、公民という



 

教科での意義と今回特長が見られた点を改めて教えていただきたいと思います。 

 

○教科用図書選定審議会委員 社会科公民的分野におきましては、ただ単に自

分の考えをもつということにとどまらず、社会にある多様な意見を聞き、受け止

めながら自分の考えを作っていく、ということを重要視しております。特に公民

的分野におきましては、合意形成の過程について学ぶということを大切にして

教育活動を進めていますので、対話等の活動については特に重要なものとして

位置付けております。例えば、「東書」38、39 ページをご覧ください。「東書」

におきましては、導入の活動を通しまして、子どもたちが実際に葛藤するような

内容を取り上げているというような特長をもっております。また、導入の活動に

おける「みんなでチャレンジ」では、こちらの活動を通して、子どもが多種多様

な他者と対話を重ねながら、正解が一つにとどまらない、いろいろなものの見

方・考え方を経験していくといった活動が導入で位置付けられております。 

一方、「帝国」30、31 ページをご覧ください。「帝国」につきましては、学習

の導入段階でイラストを用いており、上部に示されたトライの活動を通して、多

様な気付きを生む工夫が見られております。「帝国」は身近な場面のイラストを

導入場面で位置付けておりまして、生徒同士の様々な気付きを出し合うという

ところに、特長があると見ております。 

 

○山根教育長 その辺のアプローチの違いを、現状「東書」を使っているという

観点などから、小委員会で何か話題になったことはありますでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 現行の「東書」の教科書を使っている中で、やは

り導入の題材として、答えが一つに定まらないような場面を取り上げて、生徒に

疑問をもたせるような工夫が見られたリ、あるいは子ども同士、意見が分かれて

いるような状況を生み出したりしているところから、子どもがこれからの学習

の動機付けに効果的であるというような意見が小委員会の方では挙がっており

ました。 

 

○山根教育長 ありがとうございます。他、いかがでしょうか。 

 

○阿部委員 今、「東書」のみんなでチャレンジのご説明をいただいたと思うの

ですが、「帝国」の場合は「アクティブ公民」がそれに該当するのでしょうか。

それともまた違うコーナーになるのでしょうか。 



 

 

○教科用図書選定審議会委員 「帝国」の「アクティブ公民」につきましては、

目次の方をご覧いただければと思います。「帝国」は「アクティブ公民」の内容

が、所々、学習の導入というよりかは各章のまとめや、各章の途中で出てきてい

るというようなところが特長となっております。「東書」においては、各章の導

入段階において、導入の活動として取り上げられているという特長があります。 

 

○中野委員 公民は政治・経済・国際と大きく三つの内容に分かれていますが、

実際授業をしていて生徒さんがわかりづらいと言いますか、三つの領域のうち、

一番教えづらいところはありますでしょうか。なんとなく私にとっては、経済が

わかりづらいと思われます。政治の話は小学校でもありますが、経済や売買とい

うところは中学生ぐらいからしかわからないと思うので、そこをどうやって理

解させるのかが難しいのかなと思っております。 

 

○教科用図書選定審議会委員 経済の分野につきましては、中学生からすると

少し理解するのが難しいような側面があるかもしれません。そこで、どちらの教

科書においても 18歳に向けた特設ページを設けておりました。学習指導要領に

おいても、「経済活動の意義について理解すること」といったような規定もきち

んとございますので、やはり、これからの 18 歳成人を見据えた上で、経済も含

めてしっかりと理解をしていかなければならない内容になってくるだろうと思

います。 

 

○佐藤委員 「帝国」の公民には歴史の「タイムトラベル」と似たような、先ほ

ど紹介のあった学習の前にトライというものが掲載されているのですが、これ

は歴史と同じように授業の中で有効に使えそうですか。それとも、振り返りとの

対応という点で考えると、ずれがあるなどといった印象があるかを聞かせてい

ただきたいと思います。 

 

○教科用図書選定審議会委員 「帝国」においても目次をご覧いただきますと、

各章の前に「学習の前に」といった導入のページが位置付いております。それぞ

れ開いていただきますと、先ほどお示ししたようなイラストを用いた活動が展

開されております。このイラストを用いて生徒が資料を基に多様な気付きを生

んだり、トライの活動の中の「対話」というマークにあるように、導入段階で生

徒が一人で取り組むというような形ではなく、協働的な学びを通して、いろいろ



 

な気付きを生み出したりと、その後の学習に繋げていくといった展開が考えら

れるのではないかと捉えております。 

 

○佐藤委員 ありがとうございます。もう一つ質問ですが、思考ツールというも

のを公民ではよく導入されているのですが、そのツールの使い方に両者で違い

はありますでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 例えば「帝国」でいきますと、110、111 ページ

をご覧ください。「帝国」においては、章のまとめの学習において、思考ツール

を用いて学習内容を整理しており、右側の章の振り返りにおいてもステップを

踏む中で、思考ツールを使いながら学習内容を整理していくといった特長が見

られます。 

一方、「東書」の 178ページをご覧ください。「東書」におきましては各章のま

とめの活動に基本的に４ページを割いている展開となっております。176、177ペ

ージのまとめを基に、178ページにある「深めよう」というようなページにおい

て、導入の活動を踏まえて、改めて「みんなでチャレンジ」等の活動の中で思考

ツールの活用も踏まえながら、学習を深めていくといったところに活用の特長

があると捉えております。 

 

○山根教育長 ありがとうございます。他、いかがでしょうか。 

 

○山根教育長 それではどの教科書がより望ましいかということについて御意

見をお願いしたいと思います。併せて質問があればお願いします。 

 

○中野委員 私は公民も「帝国」がいいかなという印象がございまして、経済の

契約とかお金とか金融のところが少し詳しくわかりやすく書かれています。政

治のところは率直に言ってあまり差はないような気がします。ただ、あともう一

つ細かいところで子ども食堂や侮辱罪について触れているところが、今日的な

内容の政治の部分が入っておりますので、どちらかというと「帝国」のほうが、

今問題となっているところに注目していていいのかなと思います。学習が終わ

った後にまとめのところで深堀りするという構成も、導入が少し大変だという

ところがあると思いますが、歴史と同じように見開きの導入の絵のところを経

て、公民に入るというようなやり方をしたら実際の授業は可能かなと思います

ので、「帝国」というように思いました。 



 

 

○道尻委員 本当に難しい判断だと思います。課題探究的な学習の観点で言え

ば差があまり感じられないかなと思います。導入の部分の目標設定もそうです

し、先ほどご紹介いただいたまとめの部分のページ、ここもそれぞれしっかりと

作られていて、どちらの教科書も良くできているのではないかと思います。あと

は北海道や道内市町村に関する記述もどちらも充実しており、札幌市の子ども

にとって望ましい内容が書かれていると思いますので、そういったあたりは、な

かなか甲乙つけがたいところです。敢えてということで言えば「帝国」の方が人

権についての記載がわかりやすいということとか、ジェンダーの問題など、今日

的な人権課題についての記載が充実しているといったあたりで、若干「帝国」の

方が上回っているかなという印象でそちらを推したいと思います。 

 

○石井委員 「東書」と「帝国」で非常に悩んだのですが、導入の部分ではそん

なに差はなくどちらも良いなというふうに思いました。ただ「帝国」の歴史や地

理でもそうだったのですが、「アクティブ公民」というところと、公民にある「18

歳の準備」というところが非常に良いなというふうに思いました。子どもたちが

自分の日常生活と公民で学んだことを結び付けて考えられる題材が多くて良い

なと思いました。例えば 130 ページの一人暮らしにはお金がいくらかかるかと

いうことですとか、155ページには金融について考えるページがあって、一見す

ると遠いことのように感じるのですが、書き方や流れが非常に中学生が自分事

として公民について身近に感じられる題材を取り扱っているなと感じて、そう

いった点で「帝国」が良いかなと思っております。 

 

○阿部委員 私も２者で非常に迷うところですが、違いとしては中野委員と全

く同じ意見で、お金の面が「帝国」の方が上回っているという印象があります。

例えば、電子マネーや暗号資産のこと、そういったところでは「帝国」の方が詳

しく掲載しているというということと、石井委員もお話ありますように、私も

154、155ページの「ライフプランから金融を考えよう」は「帝国」の特長です。

今私達の会社でもライフプランについて考える機会というのが非常に多くなっ

てきております。それは、やはり人生 100 年時代というバックボーンもあるか

らだと思うのですが、中学校の時代から自身のライフプラン、将来どういう生き

方をしていこうかということと、生きていくためにお金はどうしても欠かせな

い部分があるということについて、お金とライフと一緒に考えるいいきっかけ

になるんじゃないかというところが、なかなか「東書」にはないところだったな



 

というところで、どちらも優れてるのですけれども、どちらかというと「帝国」

と考えました。以上です。 

 

○佐藤委員 私も本当にどちらも拮抗しているなと思うんですけれども、今ま

で皆さんがおっしゃっていただいたことに加えるとすれば、私は先ほど質問し

た「学習の前に」のトライを、歴史と一緒にというか同じような形で、一度札幌

の子どもたちに視覚的な絵を見せて、ここから議論を始めるということをチャ

レンジ、トライしてみたらどうかということについてすごく興味があるので、私

も「帝国」を推したいと思います。 

 

○山根教育長 はい、ありがとうございます。それでは、公民につきましては、

「帝国」が札幌市の子どもたちにとってより望ましいのではないかということ

でよろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 ありがとうございます。それでは公民につきましては「帝国」を

選定することといたします。 

 最後に、地図であります。前回の審議におきまして地図は「東書」及び「帝国」

の２者を選定の候補といたしました。この２者から１者を選定いたします。 

 前回の審議をまとめてみますと、小委員会委員長の報告においては、身近な教

材の取り扱いや、地図資料の活用方法、統計資料の取り扱い、これらの視点にお

いて各教科書の特長や違いが見られるということでありました。前回の審議も

踏まえまして、さらに各委員からご質問がございましたらお願いいたします。 

 

○山根教育長 それぞれ２者のうち北海道・札幌に関する記述等、特長的な部分

があれば教えていただけますでしょうか。 

 

○教科用図書選定審議会委員 札幌の記載というところでいきますと、「帝国」

154ページになります。以前もご説明したところではありますが、北海道地方の

資料において、札幌市への雪への備えというところで、札幌市の雪対策について

掲載しているところが特長となっております。それから「東書」に関しましては、

具体的に札幌にというよりは北海道地方の資料の中で記載がされているような

例がありまして、このように札幌市を取り上げてという記載はあまり見られな

いところになっております。 



 

 

○山根教育長 ありがとうございます。その他、ございますでしょうか。 

 

○山根教育長 それでは札幌でどの教科書が望ましいかということも含めまし

てご意見を伺いたいと思います。質問がございましたら併せてお願いいたしま

す。 

 

○道尻委員 内容的に北海道を含めて充実していて、使い勝手、見やすさ全般的

なところで「帝国」が良いのではないかと思います。教科書との連携というと、

他の社会の教科書との兼ね合いも考えると「帝国」が更に妥当ではないかと思い

ます。市民意見でも「帝国」の地図は評価されているところです。以上です。 

 

○中野委員 私も「帝国」がいいと思います。統計的な図表も出てますが、出て

いるデータが細かくて意図があるということがございまして、「帝国」の 44 ペ

ージと「東書」の 32ページを比べますと、かなりそれが明らかです。「帝国」の

44ページには西アジアからの輸出品の話で、「東書」も輸出品のところがあるの

ですが、「東書」のほうは輸出品として、イラクとかサウジアラビアとかアラブ

首長国連邦とか石油が多いという当たり前の話でさっと流されちゃうのですが、

「帝国」の 44ページでは、日本にどの国がどれだけ輸出しているかという表が

ございまして、これですとアラブ首長国連邦の１位が日本になっていて、サウジ

アラビアが２位、クゥエートが３位となっていて、３つの国と日本の結び付きが、

どちらが深いかということが、この表を見ると一目瞭然です。そういうような統

計の裏側が関係して出てくるというところが選んだところでして、全般的な輸

出１位、２位というだけだとそこは出てきません。出している意図として、この

背景を説明するために図表・統計が出ているところもあったので、単なる地図に

とどまらず、「帝国」はいろいろと説明の要素が多く、選びたいと思います。 

 

○阿部委員 私も「帝国」がいいと思います。２人の委員の意見とほとんど同様

なのですが、その他に「地図で発見」というコーナーが各ページの要所要所で出

てきていて、そこで気付きや発見と、思考に繋げるような質問というような形に

なってるので、そういうところも非常に使い勝手がいいのかなというような印

象を受けました。以上です。 

 

○佐藤委員 私も同意見です。特に社会科各分野との対応付けで生かして使っ



 

ていただければと思います。 

 

○石井委員 私も「帝国」が良いかなというふうに思っています。他の委員と同

じ意見なのですが、特に北海道に関する資料が多いという点で「帝国」が良いの

ではないかというふうに考えております。以上です。 

 

○山根教育長 はい。ありがとうございます。それで地図につきましては「帝国」

がより望ましいということでよろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 それでは地図については「帝国」を選定することといたします。 

それではここで 15分休憩したいと思います。16時半再開ということでお願いい

たします。 

 

（休憩） 

 

○山根教育長 それでは審議を再開いたします。ここからは高等学校および中

等教育学校後期課程用の教科用図書について審議をいたします。 

その前に私から部会長に確認をさせていただきたいことがあります。特定の組

織や団体、あるいは会社等から働きかけや影響力の行使、圧力等はないというこ

とでよろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 ありがとうございます。それでは、高等学校部会の部会長調査研

究報告の説明をお願いいたします。 

 

○高等学校・中等教育学校後期課程部会部長 高等学校・中等教育学校後期課程

部会部長の札幌旭丘高等学校長尾崎と申します。私から答申の主な内容につき

ましてご説明いたします。なお、部会名につきましては高等学校部会、教科用図

書については教科書と省略して説明させていただきます。 

高等学校では、義務教育である小学校や中学校が全ての学校で同一の教科書を

使用するのとは異なり、各学校に設置されました、保護者委員を必ず含む教科書

選定委員会において、その学校に適した全ての教科・科目の使用希望教科書を学

校ごとに選定しており、各校からは、それをまとめた令和 7 年度教科用図書選



 

定候補一覧表の提出を受けております。 

高等学校部会におきましては、教科ごとに小委員会を設け、提出された一覧表を

基礎資料としまして、教科書編修趣意書および教科書見本等を参考に調査研究

を行い、選定理由を精査し、まとめたものをこの度、お手元にあります報告書（答

申)といたしました。 

それでは、答申の高校 1 ページ、令和 7 年度使用教科用図書選定状況をご覧く

ださい。 

よろしいでしょうか。表の右下に網掛けをしております通り、選定点数の合計は

504点となっておりますが、その一段上に選定候補として２点、日本語の教科書

が記載されております。これは大通高校におきまして、海外帰国生徒等枠などで

入学しました生徒が、日本語を学ぶためのものですが、学校教育法附則第９条の

規定により、教科書目録以外の一般図書から選定したものとなりますので、今回

は教科書目録から延べ 502点を選定候補とし、そのうち新規のものが 46点とな

っております。なお、令和 7年度使用の教科書目録には、合計 710点の教科書が

掲載されております。続いて高校３ページをご覧ください。答申の見方につきま

して、旭丘高校の表を例にご説明いたします。 

 各校の一覧表の冒頭には、各校が定めております学校教育目標、重点目標、教

育課程の編成方針を記載しており、これらを踏まえ、教科ごとに設定している学

習指導上の重点項目につきましては、各教科の冒頭にそれぞれ示しております。 

なお、この先、ポイントとなる部分には網掛けを施すとともに、少々わかりづら

い部分もありますが、太字で記載をしております。次に、各科目の記載ですが、

一番左が、科目名、２列目には使用する学年を記載しておりますが、単位制の高

校においては学年がないため空欄としております。３列目は教科書名、４列目は

発行者となります。５列目には新規・継続の別を記載しており、現代国語の継４

とは、今回の採択を経て継続４年目の教科書となることを示しております。そし

て、その１番右側の欄には、その教科書が各学校の学習指導上の重点項目に照ら

して、ふさわしい理由を明記しております。 

それでは、答申の内容について今回、私が数学科小委員会の委員でもありますの

で、教科数学の中で、必履修科目、数学Ⅰについて、各学校が生徒の能力や適性

等を踏まえて設定しました、学校教育目標、教育課程の編成の方針、各教科の学

習指導上の重点項目と、使用希望教科書との整合性がわかるよう、旭丘高校と大

通高校の２校例に挙げ、ご説明いたします。 

今ご覧いただいている旭丘高校の資料の１段目、学校教育目標の育てたい生徒

像⑴では、獲得した知識や技術を活用し、論理的・科学的考察によって真理を探



 

究する生徒としており、３段目、教育課程の編成の方針⑶では、生徒の主体的、

意欲的な探究活動を促し、自主・自律を育てると記載されております。続いて、

高校６ページ上段の網かけをつけました普通科の数学における学習指導上の重

点項目の方をご覧ください。太字で書かれていますように、事象を数学的に考察

し、表現する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てると

あり、これらのことから、旭丘高校では、特に探究的な活動を通して生徒が論理

的・科学的に考察し、自主・自律を育てることに重点を置いていることがお分か

りになると思います。 

それではここから前方のスクリーンをご覧ください。こちらの教科書は、旭丘高

校で選定候補としております、数研出版の数学Ⅰの抜粋となります。左上の赤枠

を付けた部分は、その項目で学習する内容を示し、生徒が自ら目標を持って学習

に取り組めるようになっております。その上で、例、問、練習、そして応用例題

と様々なタイプの問題で理解を深めていく構成となっております。特にページ

右下の深めるでは、その上にある例について、見方を変えて考える問題となって

おり、思考力、判断力、そして表現力を育成することができます。こちらの研究

では、本文の内容に関連したややレベルの高い内容や、数学の理論や奥深さにも

触れられる内容を扱うなど、選定理由の基本から応用まで幅広い学習内容が網

羅された教科書となっております。こちらのコラムでは、最大限の利益を得られ

るパンの価格設定という興味深い話題が取り上げられておりまして、事象を数

学的に考察し、表現する能力を伸ばすことに繋がる題材となっております。選定

理由の生徒の興味づけや関心を高めることが可能な構成となっております。巻

末の発展、課題学習では、生徒が主体的に取り組む課題が掲載されておりまして、

教育課程の編成の方針であります、生徒の主体的・意欲的な探究活動を促し、自

主・自立を育てることに繋がる教科書となっております。これらのことから、こ

の教科書は、教育課程の編成の方針や学習指導上の重点項目に照らし、旭丘高校

が使用するものとしてふさわしいものであると考えております。 

次にお手元の答申をご覧ください。高校 93ページになります。こちらは大通高

校の一覧表というふうになっております。上から３段目の網かけをつけた教育

課程編成の方針の右側に太字で記載されていますが、⑴では生徒の様々な学習

状況に対応するため、多様な指導形態を設定する。⑶では生徒 1 人 1 人の能力

に応じたきめ細やかな指導により、基礎・基本の定着を図るとしております。続

きまして高校 96ページ、網掛けをつけました大通高校の数学の学習指導上の重

点項目の右側をご覧ください。太字で示した部分に、数学における基本的な概念

や原理・法則の体系的な理解を深め、とあり、多様な生徒が在籍します同校では、



 

基礎・基本の定着を図ることに重点を置いてあります。それではスライドの方を

お願いいたします。それではここから前方のスクリーンをご覧いただきたいと

思います。こちらの教科書は大通高校で選定点候補としております、数研出版の

新高校の数学Ⅰの抜粋となります。ご覧の通り、各所に問題をイメージしやすい

図、イラスト、そして写真が豊富に掲載されております。左側中段の赤枠にあり

ます、復というマークがついた部分は、中学校から今までの既習事項の確認事項

で学習の繋がりを意識できるようになっており、左下の赤枠にあります日常の

マークがついた問題は、実生活と関連する題材で、数学を使って実生活の問題を

解決することを実感しやすくする工夫がなされております。このように様々な

マークをつけることにより、生徒の興味・関心を喚起し、基礎・基本の定着を図

ることができる構成となっております。こちらのまとめのページでは、平易でわ

かりやすい記述で記載するとともに、色付きでポイントを示すことで、視覚的に

わかりやすくまとめられているため、学習した内容を整理しながら、基本的な概

念や原理・原則を体系的に理解できるように工夫されております。単元の最後に

あります確認問題、ここでは、理解が不十分だったとしましても、振り返ろうで、

どの問題を復習すると良いかが示されております。理解度に差があっても、学習

内容の定着を図りやすい構成となっております。こちらのページの右下、赤枠の

リンクというマークのついた部分は、インターネット上に学習に関するアニメ

ーション、参考資料、そして補充などが用意されていることを示しておりまして、

選定理由の３つ目にあります、生徒の理解を促すデジタルコンテンツを活用す

ることができます。特にもっと練習しようというマークがついていますと、発展

的な問題が用意されておりまして、選定理由の１つ目にあります、個々の能力に

応じて基礎から発展まで学習できるような構成となっております。また、教科書

が大判で構成内容が厳選されているとともに、全体的に解説が丁寧であり、選定

理由の２つ目にあります、配当単位時間で余すことなく履修することができる

分量となっております。以上のことから、学習指導上の重点項目に照らし、大通

高校が使用する教科書としてふさわしいものであると考えております。 

以上、本日は２校の数学Ⅰの教科書を例にご説明させていただきましたが、いず

れの学校のいずれも教科・科目についても同様に調査研究を行い、この答申にあ

ります教科書については全てふさわしいものであることを確認しております。

なお、全体的な教科書の傾向としましては、札幌市の学校教育において大切にし

ております課題探究的な学習ができるような作りになっており、生徒 1 人 1 人

の主体性を大切にした多様な学びの実現に資するものとなっております。加え

まして、全日制課程普通科や数理データサイエンス科、および中等教育学校後期



 

課程では、生徒の能力や進路希望に応じて、より深い学びにも対応できるもの、

そして、全日制課程みらい商学科におきましては、生徒の興味関心を喚起し、主

体的に取り組みやすいものを選定候補としております。また、定時制課程であり

ます大通高校および高等学校に準じた教育課程を編成しております、山の手支

援学校高等部におきましては、基礎・基本の定着を図るとともに、個に応じた指

導が充実するように十分配慮されたものとなっております。以上で高等学校部

会の調査研究報告書括弧答申の説明を終えさせていただいています。 

 

○山根教育長 ありがとうございます。高等学校および中等教育学校後期課程

用の教科用図書につきましては、審議会から学校ごとにそれぞれの教育課程に

応じた選定の候補が挙げられております。各委員からご質問、ご意見がございま

したらお願いいたします。 

 

○中野委員 今、数学Ⅰの数研の教科書が２種類あって、使い分けたということ

をお話いただいたのですが、参考程度にお聞きしたいのですが、「数研」に限っ

て言うと、数学Ⅰの教科書はもっと何種類も作っているのでしょうか。 

 

○高等学校・中等教育学校後期課程部会部長 「数研」で４種類作っております。 

 

○中野委員 難易度で４種類違うということでしょうか。ちなみにこの２校は

何番目と何番目を使われているのでしょうか。 

 

○高等学校・中等教育学校後期課程部会部長部会長 １番目と４番目です。 

 

○山根教育長 他、いかがでしょうか。 

 

○山根教育長 よろしいでしょうか。なければ、高等学校および中等教育学校後

期課程につきましては、候補として挙げられた教科用図書を選定することとし

てよろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 それでは最後に特別支援教育用の教科用図書について審議いた

します。 

まず私から部会長に確認させていただきたいことがあります。特定の組織や団



 

体、あるいは会社等から働きかけや影響力の行使、圧力等はないということでよ

ろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 それでは特別支援教育部会の部会長調査研究報告の説明をお願

いいたします。 

 

○特別支援教育部会部長 特別支援教育部会長の栄町小学校長、荻澤と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。それでは、特別支援教育部の方針につい

てご説明いたします。 

はじめに、特別支援教育用の教科用図書に関する法令上の規定についてご説明

いたします。スクリーンをご覧ください。 

特別支援学校小中学部や小・中学校に設置している特別支援学級に在籍する児

童生徒が使用する教科用図書においては、まず①のように札幌市が採択した通

常の学級用の小学校、中学校の文部科学省検定済み教科用図書の各教科の当該

学年のものを使用することが基本となります。しかし、特別支援学校や特別支援

学級においては、児童生徒の障がいの状態や発達の段階に応じて、各教科の目標

や内容を、下の学年のものに変えるなど、１人１人に応じた特別の教育課程を編

成することができますので、①の当該学年の教科書を使用することが適当でな

いときは、設置者の定めるところにより、他の適切な教科書を使用することがで

きるようになっております。そこで②のように、札幌市が採択した小学校および

中学校の文部科学省検定済み教科用図書の各教科の下の学年のものを使用する

ことができます。また、各教科の下の学年のものの中で、適当なものがない場合

には、③のように文部科学省が知的に障がいのある児童生徒用に著作した教科

用図書、お手元の星印の付いた教科用図書になりますが、こちらを使用すること

ができます。こちらの教科用図書は、国語、社会、算数・数学、理科、生活、音

楽、職業・家庭の７教科について作成されており今年度より新たに社会と理科、

職業・家庭が追加されております。さらに、④のように各教科の内容と関連が深

い絵本や図鑑など、いわゆる一般図書についても、教科用図書として使用するこ

とができることになっており、このことが学校教育法附則第 9 条に規定されて

おります。このように、特別支援学校や特別支援学級に在籍する児童生徒は、幅

広い教科用図書の中から、児童生徒の障がいの状態や発達の段階に応じて、①か

ら④の段階の中から、適当な内容のものを選ぶことができるようになっており

ます。このうち、特別支援教育部会においては、④の一般図書について調査研究



 

を進めてまいりました。また、特別支援学校高等部の教科用図書につきましては、

これまでご説明した教科用図書に加え、高等学校用教科書目録に掲載されてい

る文部科学省検定済み教科書を使用することができる。また、高等部の生徒の実

態に応じた一般図書を使用する場合には、高等学校と同様に、校長を委員長とす

る教科書選定委員会を設置し、学校で使用する一般図書の候補として選ぶこと

としております。今年度は市立札幌豊明高等支援学校から１冊、市立札幌みなみ

の杜高等支援学校から４冊、市立札幌北翔支援学校高等部から３冊、市立札幌山

の手支援学校高等部普通科重複障がい学級から 1 冊の一般図書が選定の候補と

なりましたので、他の一般図書と併せて調査研究を進めてまいりました。 

次に、調査研究の観点でございますが、調査研究の基本方針に基づき、取り扱い

内容、内容の程度、配列、分量等使用上の配慮に加え、昨年度の需要数などにつ

いても確認し、本市の特別支援学校や特別支援学級に在籍する児童生徒一人一

人が効果的に活用できる図書について、慎重かつ精力的に調査研究を重ねてま

いりました。具体的には、北海道教育委員会が示す学校教育法附則第９条の規定

による図書採択参考資料を参考に、そこに掲載されている 333 冊の一般図書に

ついて調査研究を行いました。さらに、昨年度までの調査研究により、採択参考

資料の対象となっていない一般図書１冊、今年度審議委員会から新たに推薦の

あった採択参考資料の対象となっていない一般図書 32冊、および市立特別支援

学校高等部から選定の候補として候補に挙がった一般図書９冊を加え、全部で

375冊の一般図書について調査研究に当たっております。 

これらの審議の結果、令和７年度使用の特別支援教育用教科書として、調査研究

報告書答申の特支使１ページから５ページの一覧にございますように、１ペー

ジ目の 1文部科学省検定済み教科書の下の学年用および同一内容の拡大教科書、

1ページ目下段の２文部科学省著作教科用図書特別支援学校知的障害者用、２ペ

ージ目３一般図書、くまたんのはじめてシリーズよめる よめるよ あいうえお、

外 174 冊、５ページ目４特別支援学校市立特別支援学校高等用一般図書 9 冊、

これらを採択の候補といたしました。なお、調査研究報告書、答申の特支２ペー

ジから５ページの一般図書一覧の右側に、新規継続の中に新と記載されている

教科書は、新しく採択の候補とした図書であり、令和７年度は 64冊を新しく採

択の候補としております。 

次に、採択の候補とした一般図書についてご説明をいたします。見本本は１冊し

かございませんので、スクリーンをご覧ください。調査研究報告書には、発達の

段階をＡＢＣの３つの段階で示しており、Ａの段階は発達の程度が重度、Ｂは中

度、Ｃは軽度となっており、児童生徒の障がいの状態や発達の段階に応じて、適



 

切な図書を選べるようにしております。Ａの段階としましては話し言葉がない

子や、事物への興味関心が出始め、簡単な物の分別が可能な段階の児童生徒が対

象であり、教師などの話しかけに応じ、表情・身振り・音声で表現することや、

教師と一緒に身近なものなどについて、本を通して楽しく学べるものをどの種

目においても採択の候補としております。例えば、国語の『あいうえ おべんと

う』では、左のページにお弁当のイラストが書かれており、右側ページには、お

弁当に入っているあ行のおかずの名前が文字で書かれています。あっこちゃん

のお弁当なんだろうなと、ページをめくるなど、楽しみながら様々な食べ物の名

称を覚えることができるよう工夫されております。 

次に、算数・数学の、『さわってあそぼう ふわふわアヒル』では、ページをめ

くると黄色いふわふわの丸が出現し、仕掛けをめくるとアヒルの子のイラスト

が出てくるなど、各ページごとにザラザラやべたべたなどの様々な感触を体験

しながら、形を認識することができるよう配慮されています。 

Ｂの段階としましては、話し言葉があり、文字の読み書きに興味をもち始め、

事物の簡単な因果関係が分かる段階の児童生徒などが対象であり、簡単な言葉

でやり取りをしながら学習を進めたり、各種目の基礎的な内容について興味を

もちながら学習をしたりすることができる図書を採択の候補としております。    

例えば、国語の『ゆっくり学ぶ子のための こくご１』では、気持ちや様子を

表す言葉や、しりとりなどの学習を通して、平仮名の読み方や簡単な単語、文章

の読みなど、豊かなイラストから子どもの語彙を増やしていけるよう工夫され

ています。 

次に、算数・数学の『こども かずの絵じてん』では、一対一対応、数の数え

方、引き算など基礎的な概念を獲得できるよう配慮されています。Ｃの段階とし

ましては、簡単な読み書きは可能ですが、検定済み教科用図書では、学習が困難

な段階の児童生徒などが対象であり、ある程度の小集団での一斉指導や調べ学

習などで、より知識を高めることができ、日常的に活用できる内容の図書を採択

の候補としております。例えば、『改訂新版 くらしに役立つ 国語』では、自己

紹介をしよう、お世話になった人にお礼の手紙を書こう、思い出を文章にして残

そう、このように、聞く、話す、読む、書くなどについて横断的に学ぶことで、

コミュニケーションの基礎を重視しつつ、会話や読書、作文などに楽しく興味が

もてるよう工夫されています。 

次に、社会の『改訂新版 くらしに役立つ 社会』では、公共施設の役割と利用

の仕方、自然災害を防ぐ工夫、食料や輸送や販売、このようなものが取り上げら

れており、将来の自立を見据えて、学習を進めることができるよう工夫されてい



 

ます。 

以上のように、種目ごとにＡ、Ｂ、Ｃの段階があり、各段階の中でもさらに、児

童生徒の障がいの状態や発達の段階にきめ細かく応じるために、それぞれに複

数冊を選定の候補としております。 

次に、市立特別支援学校高等部用の一般図書について、各校１冊ずつご説明い

たします。豊明高等支援学校では、職業科で『ひとりだちするための進路学習』

を採択の候補としております。この図書では、就労に向けた基礎的な知識や技能

を身に付けることができるよう、働くことや働くために、社会人になるなどの六

つの章で構成されております。具体的な内容といたしましては、働く人の一日、

人とのつきあい、社会人の生活など、就労に向けた幅広い内容について、イラス

トなどを使いながら分かりやすくまとめられています。 

次にみなみの杜高等支援学校では、情報科で『見てわかる情報モラル』を採択

の候補としております。この図書では、基礎的基本的な情報モラルに関する事項

を取り上げ、生徒が陥りやすい事例について学習することができます。具体的な

内容としましては、誹謗中傷、肖像権とプライバシー、このように具体的な事例

が４コマ漫画や予防と対策などの項目ごとに分けて、分かりやすく解説されて

います。 

次に、北翔支援学校高等部では、職業科で『みんなのためのルールブック あ

たり前だけどとても大切なこと』を採択の候補としております。この図書では、

他者とのコミュニケーションを円滑にし、社会に出てからも大切にしていきた

いマナーやルールを学ぶことができるよう工夫されています。具体的な内容と

いたしましては、だれかがすばらしいことをしたら拍手をしよう、お客さまを歓

迎しようなど、状況をイメージしやすく、親しみのもてるイラストとともに、短

く、分かりやすい言葉により解説をされています。 

最後に、山の手支援学校高等部普通科重複障がい学級では、外国語で『Let’s 

Try！』を採択の候補としています。この図書では、英語の音声やリズムを楽し

み、好みを表したり、好きかどうかを尋ねたり答えたりする表現などについて学

習することができます。具体的な内容としましては、「Hello!」あいさつをして

友だちになろう、I like blueすきなものをつたえよう、「This is for you」カ

ードをおくろうなど、聞くこと、話すことを通して、外国語に慣れ親しみ、楽し

みながらコミュニケーションを図ることができるよう工夫されております。説

明は以上となりますが、その他の採択の候補となる図書につきましても、同様に

調査研究を行った結果、本市の特別支援学校および特別支援学級に在籍する児

童生徒一人一人が活用していく上で、有用性のある図書であることを確認して



 

おります。以上、お手元の調査研究報告書のとおり、部会としてまとめたことを

ご報告申し上げ、私からの説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 

○山根教育長 特別支援教育用については児童生徒の障がいの種類や程度に応

じて、一人一人に適した教科用図書を提供できるようにするという観点から、各

種目とも幅広く選定の候補が挙げられております。各委員からご質問ご意見な

どがございましたらお願いいたします。 

 

○山根教育長 よろしいでしょうか。 

 

○山根教育長 それでは特別支援教育用につきましては、候補として挙げられ

た教科用図書を選定することとしてよろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 ありがとうございます。これまでの審議におきまして中学校の

教科用図書、高等学校および中等教育学校後期課程用教科用図書並びに特別支

援教育用教科用図書の選定が終了いたしました。 

 

○山根教育長 これらの選定の理由につきましては、これまでの審議を踏まえ

まして事務局でまとめていただき、次回８月９日の教育委員会会議で議案とし

て提出していただきたいと思います。 

 

○山根教育長 また、小学校用の教科用図書も含めて次回、令和７年度に市立学

校で使用する教科書を採択しますので、よろしくお願いいたします。 

 

○山根教育長 その他、各委員から何かございまでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

 

○山根教育長 以上で令和６年第 16回教育委員会会議を終了いたします。お疲

れ様でした。 

 

 


